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決算審査

収支は緩やかに改善
貯金の取り崩し続く！！

平成30年度決算審査特別委員会　委員長報告

　

各
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
の
決
算
審
査
を
付
託
さ
れ
た
決
算
審
査
特
別

委
員
会
は
、
審
査
の
基
本
方
針
を
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
町
民
の
生

活
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
か
」
「
予
算
が
適
正
に
効
率
的
に
執
行
さ
れ
た

か
ど
う
か
」
「
今
後
の
行
財
政
運
営
の
改
善
」
に
定
め
、
審
査
報
告
書
を
本
会

議
に
提
出
し
た
。

　

①
実
質
単
年
度
収
支
は

３
年
連
続
し
て
赤
字
②
経

常
収
支
比
率
は
２
年
連
続

で
１
０
０
％
超
え
③
財
政

調
整
基
金
残
高
は
３
年
連

続
減
少
④
実
質
公
債
費
比

率
は
３
年
連
続
増
加
し
た
。

　

歳
入
は
、
地
方
交
付
税

が
減
少
し
た
。
主
な
も
の

は
、
平
成
28
年
度
よ
り
合

併
算
定
替
え
の
増
額
特
例

　

令
和
３
年
度
に
は
、
国

勢
調
査
の
人
口
減
少
や
合

併
算
定
替
え
の
終
了
に
伴

い
、
さ
ら
に
約
１
億
１
８

０
０
万
円
の
地
方
交
付
税

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

　

本
町
は
、
行
財
政
改
革

の
方
針
と
し
て
、
３
億
円

の
収
支
改
善
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
歳
入
の
確
保
と

し
て
臨
時
的
に
ふ
る
さ
と

納
税
の
増
加
を
目
標
と
し

て
い
る
。
確
か
に
ふ
る
さ

と
納
税
の
増
加
を
図
れ
ば

が
段
階
的
に
縮
小
、
国
勢

調
査
の
人
口
減
少
に
よ
る

減
額
、
地
域
経
済
雇
用
対

策
費
の
廃
止
な
ど
が
あ
り
、

後
年
度
に
も
大
き
く
影
響

す
る
。

　

歳
出
は
、
こ
ど
も
園
の

運
営
委
託
や
小
・
中
学
校

の
給
食
な
ど
に
よ
る
物
件

費
の
増
加
、
土
地
開
発
公

社
の
負
債
返
済
（
平
成
29

そ
れ
が
財
政
の
改
善
に
直

結
す
る
の
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
ル
ー
ル
を
守
る

中
で
は
収
入
増
に
頼
る
の

は
不
確
実
す
ぎ
る
。
中
長

期
的
な
視
点
で
の
行
財
政

改
革
に
取
り
組
む
こ
と
を

求
め
る
。

平
成
30
年
度
決
算
の
特
徴

一
般
会
計

財
政
改
善
進
む

連
携
が

　

活
性
化
の
カ
ギ

　

指
定
管
理
者
の
活
性
化

担
当
職
員
は
、
企
画
公
室

に
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、

産
業
観
光
課
と
の
連
携
に

課
題
が
生
じ
て
い
る
。
相

互
連
携
や
配
置
換
え
を
検

討
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

生
産
者
を
最
優
先
に

　

町
内
で
は
３
カ
所
の
道

の
駅
が
あ
る
。
こ
の
中
で
、

く
し
が
き
の
里
の
収
益
は

交
通
量
が
増
え
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
１
年
目

よ
り
２
年
目
が
減
少
し
て

い
る
。
原
因
を
明
ら
か
に

し
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と

を
求
め
る
。

　

ま
た
、
町
内
の
農
業
者

や
加
工
業
者
等
の
所
得
向

上
を
図
る
た
め
、
各
物
産

販
売
所
が
安
定
的
な
運
営

が
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
を
解
決
し
物
産

販
売
所
の
連
携
と
経
営
戦

略
等
の
支
援
を
行
う
こ
と

を
求
め
る
。

所得向上が最優先所得向上が最優先所得向上が最優先

決算審査特別委員会
　委員長 福 井 強 太

年
度
に
繰
上
償
還
）
や
こ

ど
も
園
・
妙
寺
団
地
な
ど

建
設
事
業
の
た
め
公
債
費

は
増
加
し
て
い
る
。

　

収
入
不
足
を
補
う
た
め
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰

り
入
れ
が
続
く
。
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守
る
べ
き
は

　

子
ど
も
の
命

　

児
童
館
、
学
童
保
育
、

居
場
所
づ
く
り
事
業
は
、

子
育
て
支
援
対
策
と
し
て

時
間
延
長
な
ど
課
題
解
決

の
た
め
の
取
り
組
み
を
求

め
る
。
ま
た
各
児
童
館
に

つ
い
て
は
、
早
期
に
新
築

や
耐
震
化
等
の
利
用
実
態

に
応
じ
た
整
備
計
画
を
求

め
る
。

　

天
野
診
療
所
は
月
２
回

開
院
し
、
平
均
受
診
者
数

は
１
日
当
た
り
３
・
３
人

で
あ
る
。

　

交
通
条
件
が
改
善
さ
れ
、

医
療
が
必
要
な
時
に
は
他

の
医
療
機
関
で
受
診
し
て

お
り
、
所
期
の
目
的
は
達

成
さ
れ
た
。

　

今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
町
内
の
医
療
体
制
や

住
民
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、

診
療
所
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
な
ど
で
の
検
討
を

行
い
、
早
期
結
論
求
め
る
。

特
別
会
計

実
態
に
応
じ
た
運
営
を

　

平
成
30
年
度
は
、
１
㎥

当
た
り
の
給
水
原
価
１
６

６
・
60
円
に
対
し
、
供
給

単
価
１
８
６
・
78
円
で
、

１
㎥
当
た
り
20
・
18
円
の

利
益
と
な
り
、
単
年
度
決

算
は
安
定
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
近
年
は
、
使

用
者
の
減
少
に
伴
い
収
入

は
減
少
傾
向
だ
。
ま
た
、

将
来
更
新
の
必
要
な
有
形

固
定
資
産
（
償
却
資
産
）

の
原
価
は
75
億
１
９
２
９

万
円
で
、
減
価
償
却
累
計

額
は
37
億
９
６
１
２
万
円

で
あ
る
の
に
対
し
、
現
金

預
金
の
期
末
残
高
は
８
億

２
４
８
７
万
円
と
大
き
く

不
足
し
て
い
る
。

　

施
設
整
備
補
助
金
が
見

込
め
な
い
中
で
計
画
的
な

資
金
積
立
、
施
設
統
合
や

長
寿
命
化
な
ど
に
つ
い
て

早
期
に
計
画
策
定
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

水
道
事
業
会
計

将
来
を
見
据
え
た

運
営
を

会計別決算 水道事業会計決算

シ ビ ッ ク セ ン タ ー
国 民 健 康 保 険 事 業
天 野 診 療 所 事 業
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業
下 水 道 事 業
花園地域交流推進施設運営事業
花園守口ふるさと村運営事業
花園梁瀬簡易水道事業
　 　　　　計　　　　　

101億6148万3千円
　　6724万9千円
26億3588万4千円

829万7千円
5億5344万2千円
27億5766万4千円
6億1391万5千円
    6014万2千円
2080万2千円
543万1千円

67億2282万6千円

98億1239万1千円
　　6716万2千円
26億123万8千円

　　　807万2千円
5億4945万3千円
 26億6808万円
5億9708万5千円
　　6004万7千円

2080万2千円
405万2千円

67億7599万1千円

3億4909万2千円
8万7千円

3464万6千円
22万5千円

  　398万9千円
8958万4千円
1683万円
9万5千円

―
137万9千円

1億4683万5千円

特　

別　

会　

計

会　計　名　　　 　　 　  歳　　入　　　　   歳　　出　　　  　差　　引 総 　 収 　 益

総 　 費 　 用

当 年 度 純 利 益

前年度繰越利益剰余金

当年度末処分利益剰余金

流 動 資 産

流 動 負 債

差 引

4億34万1千円

3億4338万1千円

5696万円

604万1千円

1億5300万1千円

8億8152万6千円

4540万2千円

8億3612万4千円
※地方公営企業法の適用を受ける
公営企業の会計で、一般会計や
特別会計とは区別される。

一般会計から９特別会計と水道事業会計へ合計14億1722万3千円繰り出している。

元利償還金は、特定財源および交付税等で補塡されるため、実質的な償還額はI（G－H）となる。

一般会計町債（町の借金返済）の元利償還金
償　　　還　　　未　　　済　　　額

元　　　　金事　　項

平成30年度末町債 15,132,895 10,831,327 4,301,568 527,613 372,641 154,972 15,660,508 11,203,968 4,456,540

金　額
Ａ

金　額
Ｄ

差　引
Ｃ(A-B)

金　額
Ｇ（A＋D）

差　引
Ｆ（D－E）

特定財源及
び交付税等

Ｂ

特定財源及
び交付税等

Ｅ
差　引
Ｉ（G－H）

特定財源及
び交付税等
Ｈ（B＋E）

利　　　　子 合　　　　計

（千円）

笑顔がたえない！笑顔がたえない！



4

決算審査

議会だよりかつらぎ
2020.2.1　84号

会計状況の 会計状況の 分析分析と
住民への説明住民への説明を
会計状況の 分析と
住民への説明を

質
疑

委
員
長
に
対
す
る

　

委
員
長
報
告
に
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
統

一
し
た
意
見
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
本
会
議
で
は
、

こ
の
委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

　
　
　

審
査
の
基
本
方
針

の
中
で
、
長
期
総
合
計
画

（
後
期
計
画
）
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
初
年
度
と
し

て
審
議
し
た
か
。

問

　
　
　

公
共
投
資
の
総
額

抑
制
と
の
指
摘
の
あ
と
、

合
併
以
後
の
会
計
状
況
は
、

何
を
教
訓
に
す
べ
き
か
。

町
当
局
の
率
直
な
分
析
と

説
明
を
求
め
て
い
る
が
、

ど
う
い
う
こ
と
か
。

【
委
員
長
】 

合
併
特
例
債

が
減
少
し
て
い
く
中
で
本

町
は
過
疎
債
を
発
行
で
き

た
た
め
、
他
市
町
よ
り
公

共
投
資
を
行
え
た
結
果
、

公
債
費
が
増
加
し
た
。
こ

の
内
容
の
分
析
を
重
ね
、

住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
す
べ
き
。

問

長
期
総
合
計
画

　

と
の
整
合
性
は

　
　
　

フ
ル
ー
ツ
王
国
振

興
公
社
は
、
観
光
振
興
に

着
目
し
た
取
り
組
み
を
求

め
て
い
る
が
、
独
立
採
算

が
必
要
で
あ
り
、
現
在
の

公
社
の
場
所
に
つ
い
て
も

見
直
し
が
必
要
で
は
。

【
委
員
長
】 

独
立
採
算
も

必
要
で
は
あ
る
が
、
産
業

観
光
課
で
観
光
事
業
を
担

う
中
で
、
公
社
に
お
い
て

も
物
販
の
み
で
は
な
く
、

観
光
振
興
を
視
野
に
入
れ

た
販
売
も
今
後
担
当
課
と

議
論
す
べ
き
と
指
摘
し
た
。

問 フ
ル
ー
ツ
王
国
振

興
公
社
の
今
後

　
　
　

庁
舎
建
設
は
、
移

転
か
現
地
耐
震
化
の
二
択

と
な
っ
て
い
た
が
、
「
早

急
な
耐
震
対
策
に
取
り
組

む
」
と
な
っ
て
い
る
。
現

庁
舎
の
耐
震
化
か
。

【
委
員
長
】 

住
民
の
安
心

安
全
を
守
る
た
め
、
迅
速

な
対
応
を
指
摘
し
た
。

事
業
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
。
ま
た
税
負
担
抑
制
の

た
め
、
基
金
活
用
と
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は

行
う
の
か
。

【
委
員
長
】 

基
金
を
積
む

こ
と
が
で
き
た
要
因
は
議

論
し
て
い
な
い
。
国
保
事

業
の
広
域
化
に
よ
っ
て
一

部
負
担
が
減
少
し
た
も
の

も
あ
る
が
、
今
後
負
担
が

上
が
る
の
で
あ
れ
ば
基
金

を
取
り
崩
し
て
抑
制
に
充

て
る
べ
き
と
議
論
し
た
。

問 現
庁
舎
耐
震
対
策

　
　
　

基
金
残
高
が
２
億

２
０
０
０
万
円
程
度
で
あ

る
。
基
金
を
積
む
だ
け
の

問
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計

会
計
状
況
分
析

過疎債で改修した宮本中央線過疎債で改修した宮本中央線過疎債で改修した宮本中央線

観光事業に期待したい観光事業に期待したい
フルーツ王国振興公社フルーツ王国振興公社
観光事業に期待したい
フルーツ王国振興公社

【
委
員
長
】 

基
本
方
針
の

３
点
を
軸
に
、
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
３
４
４
事
業

だ
け
で
な
く
、
事
業
全
体

を
事
前
学
習
し
審
査
し
た
。

早急な耐震対策が必要な現庁舎早急な耐震対策が必要な現庁舎早急な耐震対策が必要な現庁舎
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討 

論

討 

論

討 

論

一
般
会
計

水
道
事
業
会
計

後
期
高
齢
者

医
療
事
業

特
別
会
計

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計

　

財
政
悪
化
は
自
然
現
象

で
は
な
い
。
自
治
体
の
財

政
が
破
綻
す
る
か
ど
う
か

最
大
の
責
任
は
町
長
に
あ

る
。
こ
の
８
年
間
の
最
大

の
問
題
は
、
指
定
管
理
な

ど
の
認
定
プ
ロ
セ
ス
に
あ

り
、
お
友
だ
ち
政
治
の
よ

う
な
不
透
明
さ
が
現
わ
れ

た
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

　

健
康
づ
く
り
、
防
災
、

子
育
て
環
境
の
整
備
な
ど

が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
評

価
す
る
が
、
財
政
面
で
は

大
変
厳
し
い
状
況
。
事
業

の
重
点
化
な
ど
の
徹
底
や

収
入
確
保
に
努
め
、
安
定

し
た
行
財
政
運
営
と
住
民

福
祉
の
維
持
向
上
に
取
り

組
む
こ
と
に
期
待
す
る
。

《
賛
成
》
小
林
総
一
議
員

　

今
回
の
保
険
料
改
正
で
、

低
所
得
者
を
中
心
に
保
険

料
は
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
制
度
は
75
歳
以
上
の

高
齢
者
を
年
齢
で
囲
み
込

み
、
医
療
費
の
負
担
を
自

覚
し
て
も
ら
う
と
い
う
日

本
独
特
の
特
異
な
差
別
医

療
で
あ
り
、
廃
止
す
べ
き

制
度
だ
。

《
反
対
》
宮
井
健
次
議
員

　

制
度
は
、
県
下
全
体
で

の
運
営
で
あ
り
黒
字
決
算

で
あ
る
。
高
齢
者
が
安
心

し
て
医
療
受
診
で
き
る
恒

久
的
な
制
度
を
願
う
。

《
賛
成
》
溝
北
好
一
議
員

　

本
町
で
は
所
得
な
し
層

が
25
％
、
２
０
０
万
円
以

下
の
世
帯
が
57
％
と
町
民

の
生
活
実
態
は
極
め
て
厳

し
い
。
当
年
度
の
純
利
益

が
５
６
９
６
万
51
円
あ
り

経
営
は
安
定
し
て
い
る
。

一
世
帯
１
０
０
円
程
度
の

値
下
げ
は
可
能
だ
。

《
反
対
》
宮
井
健
次
議
員

　

人
口
減
少
の
影
響
に
よ

り
、
給
水
人
口
・
給
水
量

は
減
少
し
、
収
入
も
減
少

傾
向
に
あ
る
。
老
朽
管
の

更
新
な
ど
の
課
題
も
あ
る

が
、
健
全
な
経
営
を
評
価

す
る
。
引
き
続
き
、
中
長

期
的
な
視
点
で
の
事
業
展

開
を
期
待
す
る
。

《
賛
成
》
氏
岡　

誠
議
員

　

第
７
期
の
基
準
介
護
保

険
料
は
、
年
間
８
万
４
０

０
円
か
ら
９
万
１
８
０
０

円
に
な
っ
た
。
世
帯
が
住

民
税
課
税
で
あ
れ
ば
、
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
。

町
の
保
険
料
は
県
内
第
３

位
、
負
担
は
限
界
を
超
え

て
い
る
。
国
に
対
し
て
制

度
の
変
更
を
求
め
る
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
の
活
動
、
在
宅
で
の
医

療
と
介
護
を
連
携
す
る
協

議
、
高
齢
者
の
生
活
支
援

体
制
構
築
の
協
議
な
ど
が

取
り
組
ま
れ
た
。
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

生
活
が
送
れ
る
施
策
の
さ

ら
な
る
展
開
を
期
待
す
る
。

《
賛
成
》
藤
本
憲
一
議
員

賛
否
が
分
か
れ
る

賛否が分かれた決算は11会計中４会計

（注）新堀行雄議員は、議長のため採決には加わらない。　〇は賛成　×は反対

会　　計　　名 議員名
結果

一般会計

福
井

松
岡

藤
本

小
林

溝
北

福
岡

氏
岡

浦
中

赤
阪

大
原

東
芝

宮
井

雑
賀

新
堀

○○○○○×○○○○××○－

○○○○○×○○○○××○－

○○○○○×○○○○××○－

○○○○○×○○○○××○－

10対3で認定

10対3で認定

10対3で認定

10対3で認定

平
成
30
年
度
決
算

後期高齢者医療事業
特別会計

介護保険事業特別会計

水道事業会計
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危
機
管
理
課
設
置

　

12
月
会
議
は
、
課
室
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
制
定
な
ど
と
各
会
計
補
正
予

算
が
提
出
さ
れ
、
議
案
を
可
決
し
た
。
な
お
、
水
道

事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
は
撤
回
請
求
が
あ
り
許
可
し
た
。

３件
６件
11件
２件
11件
１件
１件
３件
13人

12月会議（12/3～19）

　
　
　
　

消
防
・
防
災
に
関
す
る
多
様
な
危
機
事
案

　
　
　
　

に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
専
門
的
部
署

　
　
　
　

と
し
て
危
機
管
理
課
を
設
置
し
、
空
き
家

対
策
を
建
設
課
に
移
管
す
る
議
案
を
可
決
し
た
。

議案の
内容

課
室
設
置
条
例
の
一
部
改
正

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　
　
　

職
員
の
配
置
数
と
、

自
衛
隊
員
や
警
察
官
な
ど

民
間
の
人
材
活
用
は
。

【
総
務
課
長
】　

現
在
消
防

係
は
職
員
３
人
、
臨
時
１

人
。
課
長
・
補
佐
・
防
災

係
２
人
・
消
防
係
２
人
の

計
５
〜
６
人
を
検
討
中
。

【
町
長
】　

現
在
は
町
職
員

の
み
で
考
え
て
い
る
が
、

今
後
消
防
署
職
員
Ｏ
Ｂ
も

含
め
検
討
し
た
い
。

問

　
　
　

選
挙
公
約
の
危
機

管
理
課
設
置
目
的
は
。

【
町
長
】　

大
多
数
の
支
援

を
受
け
た
選
挙
結
果
で
は

な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い

問

　
　
　

多
様
な
危
機
事
案

へ
の
対
応
は
。

【
総
務
課
長
】　

火
災
風
水

害
、
震
災
等
を
想
定
し
、

防
災
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
さ
ら
に
整
備
充
実
し
た

い
。
イ
ン
フ
ラ
事
故
は
、

担
当
課
で
対
応
し
、
必
要

に
応
じ
て
危
機
管
理
課
で

応
援
体
制
を
取
る
。

問
　
　
　

町
長
が
出
張
で
不

在
の
時
、
震
災
が
発
生
し

た
場
合
、
副
町
長
を
置
か

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

【
町
長
】　

参
事
兼
企
画
公

室
長
が
職
務
を
代
行
し
て

対
応
す
る
。

問

　
　
　

今
後
ど
の
よ
う
に

移
行
す
る
の
か
。

問

【
総
務
課
長
】　

現
在
臨
時

的
任
用
職
員
81
人
は
パ
ー

ト
タ
イ
ム
型
で
採
用
予
定
。

問

　
　
　

臨
時
的
任
用
職
員

の
実
態
は
。
今
年
度
当
初

予
算
は
１
億
４
２
１
０
万

円
だ
が
増
額
は
。
国
か
ら

の
支
援
策
は
。

【
総
務
課
長
】　

臨
時
的
任

用
職
員
は
81
人
で
、
う
ち

一
般
事
務
職
員
は
46
人
で

勤
務
時
間
は
職
員
と
同
様
。

増
額
は
２
８
３
５
万
円
。

期
末
手
当
の
増
額
分
は
交

付
税
算
入
の
予
定
。

問

人 事
補正予算
条 例
事件議決
決算認定
請 願
陳 情
意 見 書
一般質問

る
。
選
挙
活
動
の
中
で
町

民
の
思
い
や
期
待
に
応
え

る
べ
く
、
財
産
や
命
を
守

る
た
め
の
専
門
部
署
を
設

置
す
る
。

防災減災対策
町民の命と財産を守れるか

　
　
　
　

法
改
正
に
よ
り
、
半
年
契
約
の
臨
時
的
任

　
　
　
　

用
職
員
か
ら
一
年
契
約
の
会
計
年
度
任
用

　
　
　
　

職
員
と
な
る
。
内
容
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
型

（
勤
務
時
間
が
８
時
30
分
か
ら
17
時
、
退
職
手
当
な

し
）
と
フ
ル
タ
イ
ム
型
（
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
、

退
職
手
当
あ
り
）
が
あ
る
。

概要

　
　
　

臨
時
的
任
用
職
員

は
一
般
職
員
と
労
働
条
件

は
同
様
の
中
、
法
改
正
で

フ
ル
タ
イ
ム
型
か
ら
条
件

の
悪
い
パ
ー
ト
タ
イ
ム
型

で
採
用
す
る
の
は
、
労
働

環
境
を
改
善
す
る
の
で
な

く
搾
取
で
は
。

【
総
務
課
長
】　

現
給
保
障

し
、
給
料
は
直
近
上
位
を

支
給
し
て
改
善
し
た
い
。

さ
く
し
ゅ

排水ポンプ車による防災訓練排水ポンプ車による防災訓練排水ポンプ車による防災訓練
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議案審議

　
　
　
　

事
務
経
費
の
増
額
に
よ
り
督
促
手
数
料
を

　
　
　
　

1
通
当
た
り
50
円
か
ら
１
０
０
円
に
改
定

　
　
　
　

す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
可
決
し
た
。

議案の
内容

使
用
料
、
手
数
料
、
督
促
及
び
延
滞
金
条
例
等
の
一
部
改
正

　
　
　

督
促
料
金
を
引
き

上
げ
て
も
経
費
を
全
て
賄

え
て
い
な
い
。
納
期
内
納

付
者
と
の
負
担
の
公
平
性

か
ら
す
れ
ば
経
費
分
ま
で

引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
。

【
町
長
】　

公
平
の
観
点
か

ら
す
れ
ば
不
足
分
を
徴
収

す
べ
き
で
あ
る
。
今
回
は

激
変
緩
和
を
目
的
に
し
て

い
る
。

問

　
　
　
　

活
性
化
を
図
る
た
め
、
金
剛
緑
地
広
場
の

　
　
　
　

う
ち
キ
ャ
ン
プ
場
関
連
施
設
と
花
園
グ
リ

　
　
　
　

ー
ン
パ
ー
ク
施
設
を
普
通
財
産
と
し
て
貸

し
付
け
る
の
で
条
例
廃
止
し
た
。

議案の
概要

花
園
野
外
活
動
総
合
施
設
等
の
条
例
の
一
部
改
正
と
廃
止

　
　
　

県
内
の
督
促
手
数

料
は
、
文
書
発
送
に
必
要

な
全
て
の
経
費
を
住
民
負

担
さ
せ
る
考
え
方
で
な
い
。

な
ぜ
、
人
件
費
を
含
む
経

費
を
参
考
に
す
る
の
か
。

【
参
事
兼
企
画
公
室
長
】　

今
ま
で
は
郵
送
料
を
負
担

い
た
だ
く
と
い
う
考
え
方

だ
っ
た
。
費
用
の
一
部
を

負
担
い
た
だ
く
と
い
う
考

え
方
に
し
た
い
。

問

　
　
　

キ
ャ
ン
プ
場
関
連

施
設
の
貸
付
内
容
や
募
集

期
間
、
金
額
な
ど
は
。

【
花
園
地
域
振
興
課
長
】　

年
間
運
営
経
費
は
約
80
万

円
。
直
営
時
の
売
り
上
げ

が
年
間
約
77
万
円
（
平
成

30
年
）
な
の
で
、
運
営
希

望
者
と
協
議
し
売
り
上
げ

の
半
額
を
賃
貸
料
と
し
た

い
。 問

　
　
　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

施
設
の
指
定
管
理
を
貸
し

付
け
る
背
景
は
。

【
参
事
兼
企
画
公
室
長
】　

補
助
金
建
物
な
の
で
、
補

助
金
適
正
化
法
の
期
限
内

の
た
め
で
き
な
か
っ
た
。

今
回
は
そ
の
期
間
が
外
れ

る
。 問

　
　
　

先
進
地
で
は
公
募

す
る
の
で
は
な
く
、
セ
ー

ル
ス
に
よ
り
行
政
自
ら
が

事
業
者
を
呼
び
込
ん
で
い

る
。
町
長
自
ら
が
セ
ー
ル

ス
し
て
は
。

【
町
長
】　

今
後
の
ま
ち
づ

く
り
で
は
、
民
間
の
力
を

活
用
す
る
に
は
待
つ
だ
け

で
な
く
多
く
の
企
業
に
知

っ
て
も
ら
い
活
用
し
た
い
。

問
　
　
　

選
定
の
方
法
や
金

額
な
ど
は
。

【
参
事
兼
企
画
公
室
長
】　

公
募
と
し
、
指
定
管
理
で

は
毎
年
赤
字
補
塡
し
て
い

た
が
、
業
者
選
定
の
中
で

協
議
を
重
ね
減
ら
し
た
い
。

問

　
　
　

納
期
内
納
付
者
と

滞
納
者
と
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
の
対
応
は
。
納
期

内
納
付
の
意
識
向
上
の
取

り
組
み
は
。

【
会
計
課
長
】　

滞
納
者
は

法
に
則
り
対
応
し
、
町
民

の
生
活
を
優
先
し
、
多
重

滞
納
者
に
は
庁
内
あ
げ
て

取
り
組
み
た
い
。
口
座
振

替
な
ど
の
納
税
方
法
を
納

問

　

11
月
会
議
は
、
損
害
賠
償
の
和
解

及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

の
報
告
や
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
な
ど
と
一
般
会
計
補
正
予
算
が
提

出
さ
れ
、
議
案
を
可
決
し
た
。

４件
１件
１件
１件

11月会議（11/5）
専決処分
補正予算
条 例
契 約

農
道
資
材
補
助

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　

資
材
補
助
が
３
０

０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
当
初
と
の
合
計
額
、

昨
年
と
の
比
較
、
実
績
件

数
、
申
請
待
ち
件
数
は
。

実
施
ま
で
の
年
数
は
。

【
建
設
課
長
】　

当
初
５
０

０
万
円
で
合
計
８
０
０
万

円
。
昨
年
実
績
は
18
件
の

７
７
３
万
５
千
円
。
今
年

度
は
13
件
の
予
定
。
残
り

は
40
件
の
申
請
待
ち
で
、

解
消
す
る
に
は
３
〜
４
年

か
か
る
見
込
み
で
あ
る
。

問
　
　
　

町
単
独
事
業
で
厳

し
い
財
政
状
況
で
あ
る
が
、

農
家
の
思
い
を
汲
み
、
も

っ
と
増
額
す
べ
き
で
は
。

【
町
長
】　

困
っ
て
い
る
農

問

督
促
料
金
引
き
上
げ

民
間
活
力
を
生
か
す

税
者
に
さ
ら
に
お
願
い
し

た
い
。

家
が
多
い
と
認
識
し
て
い

る
。
財
政
状
況
等
を
勘
案

し
、
選
択
と
集
中
で
状
況

を
打
破
し
な
が
ら
進
め
る
。

資材補助で改良された農道資材補助で改良された農道資材補助で改良された農道
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か
つ
ら
ぎ
町
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

　
　
　
　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
は
、
星
山
地
区
の
一
部
未
給
水
地
区
の
生

　
　
　
　

活
用
水
の
確
保
を
図
る
た
め
、
天
野
簡
易
水
道
に
既
存
の
星
山
飲
料
水

供
給
施
設
と
一
部
未
給
水
地
区
を
星
山
地
区
と
し
て
加
え
る
も
の
。
星
山
地
区
の

加
入
分
担
金
は
従
前
の
と
お
り
。
な
お
、
審
議
途
中
で
町
長
が
議
案
を
撤
回
し
た
。

議案の
概要

水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
の
撤
回

　

以
前
よ
り
星
山
地

区
か
ら
設
置
の
要
望

が
あ
っ
た
。

 

議
案
質
疑
で
、
天

野
地
区
に
は
事
前
説

明
が
な
く
、
急
遽
審

議
の
前
日
に
地
区
関

係
者
と
町
長
が
懇
談

し
、
水
量
は
調
査
で

は
確
保
で
き
る
と
回

答
し
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　

天
野
簡
易
水
道
は
、

地
域
の
生
活
用
水
確

保
へ
の
歴
史
を
踏
ま

え
る
と
地
元
同
意
の

必
要
が
あ
る
。

　

審
議
途
中
休
憩
後
、

町
長
よ
り
再
度
検
討

を
要
す
る
た
め
撤
回

請
求
が
あ
り
許
可
し

た
。 審

議
の
経
過

補正予算（11月･12月会議の合計額）

シ ビ ッ ク セ ン タ ー

国 民 健 康 保 険 事 業

介 護 保 険 事 業

５２００万６０００円

△６９３万６０００円

１４９万６０００円

３９９万６０００円

１１７万００００円

０円

０円

８万００００円

１０７億５１４９万３０００円

６５３３万３０００円

２６億３１５７万３０００円

２８億５６５５万７０００円

5億2759万4０００円

7億2129万4０００円

７億５４６５万１０００円

８億７４１３万１０００円

特
別
会
計

会　計　名 補　正　額 補正後の予算総額

一　　般　　会　　計

水道事業会計

下水道事業会計

収益的・資本的収入

収益的・資本的支出

収益的・資本的収入

収益的・資本的支出

住民・議会軽視
地元調整せず議案上程



９ 議会だよりかつらぎ
2020.2.1　84号

請願・意見書

賛
否
が
分
か
れ
る

所得税法第56条の廃止を求める請願
10対３で 採択

　
　
　
　

「
『
所
得
税
法
第
56
条
』
の
廃
止
を
求
め

　
　
　
　

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書
」
が

　
　
　
　

提
出
さ
れ
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
付

託
。
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
採
択
。
本
会
議
に
お

い
て
採
決
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
賛
成
多
数
で
採
択
と
な

っ
た
。

経過

請
願
書
の
内
容

　

所
得
税
の
申
告
に
お
い
て
、
青
色
申
告
と
白
色

申
告
が
あ
り
、
所
得
税
法
第
56
条
で
は
白
色
申
告

に
お
い
て
個
人
事
業
者
が
生
計
を
一
に
す
る
親
族

に
給
料
や
家
賃
を
支
払
っ
て
も
経
費
と
は
認
め
ら

れ
ず
、
社
会
保
障
や
行
政
手
続
き
上
さ
ま
ざ
ま
な

不
利
益
を
受
け
て
い
る
。
申
告
方
法
の
選
択
に
よ

り
差
別
が
生
じ
る
の
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
第

56
条
の
廃
止
を
求
め
る
も
の
。

討討 

論

討 

論

討 

論

　

農
業
な
ど
の
小
規
模
事

業
者
が
多
い
か
つ
ら
ぎ
町

の
実
態
に
照
ら
す
と
、
白

色
申
告
の
配
偶
者
控
除
86

万
や
家
族
控
除
50
万
は
活

用
し
や
す
く
、
事
業
規
模

が
増
え
れ
ば
青
色
申
告
と

実
情
に
応
じ
て
選
択
で
き

る
た
め
廃
止
を
求
め
る
請

願
書
に
反
対
。

《
反
対
》
松
岡
宏
行
議
員

　

白
色
申
告
に
は
収
支
を

正
確
に
記
帳
す
る
こ
と
が

義
務
化
さ
れ
、
青
色
申
告

と
の
間
に
本
質
的
な
違
い

は
な
い
と
の
主
張
で
あ
れ

ば
、
青
色
申
告
す
れ
ば
よ

い
。
白
色
の
方
が
節
税
に

な
る
と
考
え
る
人
も
あ
り
、

立
場
は
い
ろ
い
ろ
で
事
業

者
の
選
択
に
任
せ
ば
よ
い
。

《
反
対
》
小
林
総
一
議
員

　

所
得
税
法
第
56
条
で
は
、

個
人
事
業
者
が
生
計
を
一

に
す
る
親
族
に
給
料
や
家

賃
を
払
っ
て
も
経
費
と
し

て
認
め
ら
れ
な
い
。
所
得

税
法
第
56
条
は
明
治
時
代

の
戸
主
中
心
の
考
え
方
で
、

世
界
の
主
要
国
で
は
経
費

と
し
て
認
め
て
い
る
。
直

ち
に
廃
止
す
べ
き
だ
。

《
賛
成
》
宮
井
健
次
議
員

　

生
計
を
一
に
す
る
親
族

へ
の
給
与
を
経
費
と
認
め

な
い
の
は
人
権
問
題
。

「
税
逃
れ
防
止
」
は
青
色
、

白
色
双
方
に
当
て
は
ま
り

第
56
条
を
残
す
理
由
に
な

ら
な
い
。
第
57
条
で
認
め

て
い
る
規
定
を
す
べ
て
の

個
人
事
業
主
に
認
め
、
必

要
な
法
整
備
を
求
め
る
。

《
賛
成
》
福
岡
久
二
子
議
員

　
　
　

今
回
の
意
見
書
は

個
人
の
尊
厳
と
権
利
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
冒
頭
の

表
現
で
あ
る
「
夫
で
あ
る

個
人
事
業
主
の
下
で
妻

や
」
と
い
う
文
面
は
、
請

願
内
容
の
男
女
平
等
な
ど

問

　
　
　

案
文
に
も
あ
る
よ

う
に
、
青
色
申
告
に
す
れ

ば
給
料
を
経
費
に
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
そ
う
す
る
べ

き
で
は
。

【
提
出
者
】　

個
人
事
業
者

は
白
色
申
告
を
主
に
考
え

ら
れ
て
い
る
。
申
告
の
違

い
に
よ
り
差
異
が
生
じ
る

こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

問

質
疑

意
見
書
に
対
す
る

意見書提出
賛成多数で
可決

　

所
得
税
法
第
56
条
の
規

定
に
よ
り
個
人
事
業
主
の

妻
や
家
族
は
、
自
立
し
た

労
働
者
と
は
認
め
ら
れ
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
利
益
を
受

け
て
い
る
。
第
57
条
の
規

定
に
よ
り
青
色
申
告
す
れ

ば
給
料
を
経
費
に
で
き
る

が
、
全
て
の
事
業
者
に
記

帳
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る

の
に
申
告
方
法
に
よ
り
違

い
が
あ
る
の
は
大
き
な
問

題
で
あ
る
。
第
56
条
の
廃

止
と
法
整
備
を
求
め
る
。

の
観
点
か
ら
み
て
も
不
適

切
な
表
現
で
は
な
い
の
か
。

【
提
出
者
】　

日
本
語
は
冒

頭
に
例
え
ば
と
書
い
て
い

な
く
て
も
そ
う
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

意
見
書
（
要
約
）

意
見
書
に
対
す
る

討 

論

討 

論

討 

論

青色申告か？
白色申告か？
それとも56条廃止か？

青色申告か？
白色申告か？
それとも56条廃止か？

青色申告か？
白色申告か？
それとも56条廃止か？



陳情・意見書

議会だよりかつらぎ
2020.2.1　84号 10

虐待から子どもの命を守るための
　対応を求める意見書

全員賛成で 可決
①　

市
町
村
が
実
施
す
る

児
童
虐
待
防
止
対
策
に
対

し
て
十
分
な
措
置
を
講
じ

る
こ
と

②　

保
護
す
べ
き
子
ど
も

が
き
っ
ち
り
と
保
護
さ
れ

る
よ
う
施
設
の
充
実
を
図

る
こ
と

③　

人
口
規
模
、
地
理
的

要
件
な
ど
に
鑑
み
、
和
歌

山
市
を
除
く
紀
北
エ
リ
ア

を
管
轄
す
る
新
た
な
児
童

相
談
所
を
設
置
す
る
こ
と

④　

児
童
相
談
所
О
Ｂ
や

警
察
官
О
Ｂ
な
ど
の
配
置

も
含
め
人
材
育
成
、
増
強

を
行
う
こ
と

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
改
定
を
求
め
る
陳
情

全
員
賛
成
で
採
択

　
　
　
　

「
日
本
政
府
・
両
院
議
長
へ
日
米
地
位
協

　
　
　
　

定
の
抜
本
改
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　
　
　
　

を
求
め
る
陳
情
」
が
提
出
さ
れ
、
総
務
産

業
常
任
委
員
会
へ
付
託
。
委
員
会
で
は
全
員
賛
成
で

採
択
。
本
会
議
に
お
い
て
採
決
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
全

員
賛
成
で
採
択
と
な
っ
た
。

経過

陳
情
の
内
容

　

沖
縄
を
は
じ
め
、
米
軍
に
よ
る
事
件
・
事
故
の

多
発
や
、
そ
の
際
の
日
本
側
の
捜
査
や
立
入
の
拒

絶
、
米
軍
用
機
飛
行
に
よ
る
住
民
被
害
な
ど
を
受

け
て
、
全
国
知
事
会
は
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的

見
直
し
を
含
む
「
米
軍
基
地
負
担
に
対
す
る
提

言
」
を
採
択
し
た
。
全
国
知
事
会
の
総
意
を
重
く

受
け
止
め
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
。

①　

米
軍
機
の
低
空
飛
行

訓
練
等
に
つ
い
て
は
、
騒

音
測
定
器
を
増
や
す
な
ど

実
態
調
査
を
行
う
こ
と

②　

日
米
地
位
協
定
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
国
内
法

を
原
則
適
用
さ
せ
る
。
事

件
・
事
故
時
の
自
治
体
職

員
の
立
ち
入
り
を
保
障
す

る
こ
と

③　

米
軍
人
等
に
よ
る
事

件
・
事
故
に
対
し
、
具
体

的
か
つ
実
効
的
な
防
止
策

を
提
示
、
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と

④　

基
地
の
整
理
・
縮
小

・
返
還
を
積
極
的
に
促
進

す
る
こ
と

概
要

　
　
　
　

「
米
軍
基
地
負

　
　
　
　

担
の
軽
減
を
求

め
る
意
見
書
」

概
要

　
　
　
　

「
虐
待
か
ら
子

　
　
　
　

ど
も
の
命
を
守

る
た
め
の
速
や
か
な
対
応

を
求
め
る
意
見
書
」

賛否が分かれた請願・意見書 （注）新堀行雄議員は、議長のため採決には加わらない。　〇は賛成　×は反対

件　　名 議員名
結果

「所得税法第56条」の廃止を求め
る意見書の提出を求める請願書
所得税法第56条の廃止を求
める意見書

福
井

松
岡

藤
本

小
林

溝
北

福
岡

氏
岡

浦
中

赤
阪

大
原

東
芝

宮
井

雑
賀

新
堀

××○×○○○○○○○○○－

××○×○○○○○○○○○－

10対3で採択

10対3で可決

　
　
　
　

県
内
に
は
現
在
３
カ
所
の
児
童
相
談
所
が

　
　
　
　

あ
る
が
、
紀
北
地
方
に
は
な
い
。
厚
生
文

　
　
　
　

教
常
任
委
員
会
で
は
児
童
虐
待
が
深
刻
化

す
る
中
、
本
町
の
実
態
に
照
ら
し
て
県
に
対
し
、
要

望
す
べ
き
と
全
員
賛
成
で
可
決
。
本
会
議
に
お
い
て

採
決
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
全
員
賛
成
で
可
決
と
な
っ
た
。

経過

３カ所以外に紀北地域にも３カ所以外に紀北地域にも
児童相談所の設置が求められている児童相談所の設置が求められている
３カ所以外に紀北地域にも
児童相談所の設置が求められている

和歌山県の児童相談所〈３カ所〉
中央児童相談所　和歌山市
紀南児童相談所　田辺市
紀南児童相談所新宮分室　新宮市
紀北地域



議会だよりかつらぎ
2020.2.1　84号

一般質問

11

一般質問

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

ページ 質　　問　　事　　項 質  問  議  員

町長の言う町民２万人計画とは

副町長不在の危機管理は

２万人計画の意気込みは

選挙公報を発行する考えは

定住強化となるふるさと教育とは

新しい力・風とは何か

三谷公民館の改修はいつになるのか

人口２万人構想の詳細計画は

子育ての選択肢を増やす認可外保育を

ふるさと納税倍増計画とは

２万人計画とは

日本はアジアに対して侵略戦争を展開したのか

新風は何を成し、何をもたらすのか

溝 北 　 好 一

宮 井 　 健 次

氏 岡 　 　 誠

福 岡 久 二 子

藤 本 　 憲 一

雑 賀 　 増 己

小 林 　 総 一

福 井 　 強 太

松 岡 　 宏 行

浦 中 　 隆 男

大 原 　 清 明

東 芝 　 弘 明

赤 阪 　 岩 男

町民町民のおもいおもいを届ける届ける6060分町民のおもいを届ける60分

中阪町長

　一般質問は、議員が事前に提出
した通告書に基づいて、町政に関
する提案や質問を行うもので、持
ち時間は一人60分。なお、記事
は、質問者の責任において作成さ
れたものである。



一般質問

議会だよりかつらぎ
2020.2.1　84号12

溝 北 好 一 議員

　
　
　

５
年
前
、
前
町
長

に
人
口
増
対
策
を
一
般
質

問
。
当
時
か
ら
の
対
策
で

減
少
が
若
干
緩
和
し
た
が

具
体
的
な
対
策
は
。

【
参
事
兼
企
画
公
室
長
】　

長
期
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

産
業
振
興
に
よ
る
雇
用
の

確
保
。
安
全
安
心
な
住
環

境
づ
く
り
。
地
域
経
済
、

地
域
活
力
に
つ
な
が
る
交

流
人
口
の
拡
大
で
取
り
組

ん
だ
成
果
で
あ
る
。

問
　
　
　

昨
今
の
若
手
町
職

員
は
、
結
婚
後
家
庭
を
持

つ
と
町
内
で
住
ま
な
い
傾

向
が
あ
る
が
、
町
に
魅
力

が
な
い
の
で
は
。

【
総
務
課
長
】　

勤
務
時
間

後
、
自
己
の
生
活
と
け
じ

め
を
つ
け
た
い
。
消
防
団

活
動
や
地
域
の
役
は
仕
事

問

　
　
　

町
長
の
言
う
２
万

人
構
想
、
マ
イ
ナ
ス
３
０

０
０
人
を
具
体
的
に
ど
う

描
い
て
い
る
か
。

【
町
長
】　

本
町
が
抱
え
る

課
題
や
問
題
等
を
町
民
は

自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え

て
い
た
だ
き
、
議
会
と
行

政
、
町
民
が
一
丸
と
な
っ

て
事
業
を
取
り
組
む
こ
と

で
実
現
す
る
計
画
で
あ
る
。

問

　
　
　

人
口
増
は
、
転
出

者
を
な
く
し
転
入
者
を
増

や
す
こ
と
。
企
業
誘
致
は

本
町
、
土
地
が
あ
る
が
場

所
は
な
い
。
よ
っ
て
近
隣

の
通
勤
可
能
地
域
と
連
携

を
密
に
し
て
住
ま
い
の
提

供
を
行
政
が
担
う
『
空
き

家
バ
ン
ク
』
の
創
設
・
管

理
と
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。
ま
た

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
も
安
心

し
て
生
活
で
き
る
仕
事
の

総
合
管
理
Ｐ
Ｒ
を
行
政
で

担
う
『
就
職
斡
旋
バ
ン

ク
』
を
。
子
育
て
支
援
か

ら
安
全
安
心
な
生
活
支
援

策
ま
で
。
大
学
生
支
援
と

し
て
奨
学
金
の
創
設
。
通

勤
可
能
な
就
職
は
、
貸
付

金
返
済
不
要
。
そ
し
て
厚

労
省
の
働
き
方
改
革
に
よ

る
高
齢
者
対
策
、
農
業
の

支
援
策
と
し
て
『
壮
年
人

材
セ
ン
タ
ー
』
の
開
設
だ
。

20
代
か
ら
65
歳
ま
で
の
副

業
策
と
し
て
土
日
、
休
日

そ
し
て
仕
事
後
の
時
間
、

登
録
い
た
だ
き
農
作
物
の

支
援
人
材
と
し
て
活
躍
い

問

の
延
長
で
嫌
だ
。
の
傾
向

が
あ
る
。
人
事
担
当
課
長

と
し
て
公
務
員
で
あ
り
役

場
の
職
員
と
し
て
、
仕
事

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

な
い
の
で
は
。
や
る
気
を

出
さ
す
職
場
環
境
を
整
備

し
て
い
く
。

【
町
長
】　

公
務
員
は
、
町

民
、
住
民
の
た
め
に
働
く

職
種
。
住
民
の
方
が
い
か

に
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
表
だ

っ
て
頑
張
れ
る
か
、
裏
で

用
意
す
る
仕
事
だ
。
職
員

に
研
修
・
啓
発
を
し
て
い

く
。

提
言
す
る
２
万
人
計
画

た
だ
く
組
織
。
高
齢
者
農

家
に
と
っ
て
放
棄
農
地
を

な
く
し
働
き
が
い
の
持
て

る
素
晴
ら
し
い
施
策
と
考

え
る
が
。

【
町
長
】　

議
員
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
提
言
。
で
き
る
も

の
と
で
き
な
い
も
の
も
あ

る
。
し
っ
か
り
と
検
討
・

検
証
し
意
見
を
聞
き
な
が

ら
対
策
を
講
じ
ら
れ
れ
ば
。

町長の言う町民２万人計画とは
町づくりが、うまくいった時になる町 長

自然豊かな我がふるさと、かつらぎ町自然豊かな我がふるさと、かつらぎ町
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一般質問

１３

宮 井 健 次 議員

　
　
　

選
挙
公
約
並
び
に

所
信
表
明
演
説
を
基
に
町

政
運
営
に
つ
い
て
、
お
尋

ね
す
る
。

　

一
点
目
は
、
選
挙
公
約

と
長
期
総
合
計
画
と
の
整

合
性
に
つ
い
て
町
長
の
考

え
は
。

【
町
長
】　

長
期
総
合
計
画

と
い
う
の
は
、
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
中
の
最
上
位
で

あ
る
。
こ
の
計
画
に
基
づ

い
て
行
政
を
進
め
て
い
く
。

問
　
　
　

二
点
目
は
、
副
町

長
の
不
在
に
よ
る
町
の
危

機
管
理
は
。
参
事
制
を
導

入
し
た
が
。

【
町
長
】　

参
事
に
つ
い
て

は
、
副
町
長
を
置
か
な
い

こ
と
で
、
副
町
長
の
代
わ

り
に
事
務
全
般
に
わ
た
っ

て
対
応
し
て
い
く
た
め
。

問

　
　
　

そ
う
す
る
と
、
現

在
の
副
町
長
の
仕
事
（
平

成
31
年
４
月
現
在
・
左
下

表
）
を
現
在
の
参
事
に
全

て
任
せ
る
の
か
。

【
町
長
】　

そ
の
よ
う
な
理

解
で
結
構
。

問
　
　
　

参
事
が
全
て
の
決

裁
を
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
の
か
。

【
町
長
】　

町
長
が
不
在
ま

た
は
不
測
の
事
態
に
関
し

て
は
、
そ
の
よ
う
に
な
る

と
理
解
し
て
い
る
。

問
　
　
　

副
町
長
が
い
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
町
長
に

不
測
の
事
態
の
と
き
に
最

終
的
な
政
治
判
断
は
誰
が

や
る
の
か
。

【
町
長
】　

政
治
的
な
判
断

と
い
う
の
は
地
方
自
治
法

の
概
念
の
中
に
は
な
い
。

町
長
と
し
て
の
判
断
は
、

地
方
自
治
法
上
の
判
断
で

あ
り
、
町
政
運
営
に
関
し

て
は
政
治
的
な
判
断
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問

　
　
　

最
終
決
裁
が
誤
っ

て
い
た
場
合
は
。

【
町
長
】　

最
終
的
に
判
断

す
る
の
は
、
町
長
の
代
わ

り
に
参
事
と
い
う
順
位
づ

け
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
よ
う
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

問

　
　
　

三
点
目
は
、
職
員

定
数
と
行
政
改
革
に
つ
い

て
聞
く
。
「
職
員
適
正
化

計
画
」
は
今
後
も
続
け
る

の
か
。

【
町
長
】　

こ
れ
以
上
削
減

す
べ
き
で
な
い
と
い
う
考

え
方
は
一
応
も
っ
て
い
る
。

問

　
　
　

新
規
採
用
は
、

「
社
会
人
枠（
35
〜
50
歳
）」

の
活
用
と
土
木
職
の
採
用

を
優
先
す
べ
き
で
は
。

【
町
長
】　

バ
ラ
ン
ス
を
考

え
て
計
画
的
に
採
用
す
る
。

問

　
　
　

町
長
に
責
任
が
な

い
と
い
う
こ
と
か
。

【
参
事
兼
企
画
公
室
長
】　

職
務
代
理
者
の
権
限
は
、

地
方
自
治
法
上
、
特
別
職

で
一
般
職
と
違
う
。
大
き

な
違
い
は
公
務
員
法
が
特

別
職
に
は
適
用
で
き
な
い
。

一
般
職
員
は
、
政
治
的
に

は
中
立
で
な
い
と
い
け
な

い
。
職
務
代
理
を
置
い
た

場
合
の
期
間
中
の
事
に
つ

い
て
も
、
最
終
的
に
は
町

長
に
も
責
任
が
あ
る
と
判

断
し
て
い
る
。

問

副町長不在の危機管理は
町長が最終責任参事兼企画公室長

かつらぎ町情報セキュリティ委員会

かつらぎ町建設業者選考等審査委員会

かつらぎ町建設工事等暴力団排除対策会議

かつらぎ町公有財産利活用審査委員会

公金保護対策庁内委員会

かつらぎ町文書管理改善及び情報公開検討委員会

かつらぎ町職員賞罰審査委員会

安全衛生委員会

健康かつらぎ２１推進委員会

かつらぎ町介護予防・地域支え合い事業等調整委員会

開発指導対策委員会

ふれいあい会館の建物利活用策にかかる提案及び指定管理者選定委員会

かつらぎ西パーキングエリア上り線地域振興施設指定管理者選定委員会

国道４８０号沿地域振興交流施設指定管理者選定委員会

かつらぎ町農業委員会の委員候補者評価委員会

かつらぎ西部公園パークゴルフ場芝生等管理業務委託プロポーザル審査委員会

企画公室

企画公室

企画公室

企画公室

会計課

総務課

総務課

総務課

健康推進課

健康推進課

建設課

産業観光課

産業観光課

産業観光課

産業観光課

生涯学習課

会　　議　　名 関係課室名

平成31年４月１日現在副町長が長として参画する会議 

副町長の事務
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氏 岡 　 誠 議員

　
　
　

社
会
増
減
の
転
入

促
進
は
。

【
町
長
】　

若
者
が
住
み
続

け
る
ま
ち
づ
く
り
、
子
育

て
世
代
に
向
け
、
企
業
誘

致
、
雇
用
保
険
、
ス
ー
パ

ー
、
こ
ど
も
園
、
教
育
、

遊
具
の
あ
る
公
園
が
欲
し

い
、
給
食
無
料
化
の
声
を

聞
い
て
い
る
。
選
択
と
集

中
で
優
先
順
位
を
つ
け
考

え
て
い
く
。
企
業
と
の
連

携
、
例
え
ば
就
職
マ
ッ
チ

ン
グ
事
業
、
雇
用
の
希
望

状
況
を
、
学
生
に
情
報
提

供
。 問

　
　
　

転
出
抑
制
は
。

【
町
長
】　

ふ
る
さ
と
教
育
、

町
民
が
こ
の
町
を
愛
し
、

町
民
が
こ
の
町
に
住
む
人

を
増
や
そ
う
よ
と
み
ん
な

が
思
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

問

　
　
　

自
然
増
減
の
出
生

は
。

【
町
長
】　

若
い
人
が
住
み

や
す
く
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意

見
を
伺
う
。
意
見
聴
取
の

方
法
の
一
つ
と
し
て
一
住

民
に
入
っ
て
も
ら
う
方
法

で
、
無
作
為
抽
出
に
よ
り

住
民
を
選
び
、
そ
の
方
々

に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
議

論
の
研
修
を
受
け
て
い
た

だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
意

見
を
政
策
に
反
映
し
て
い

く
。 問

　
　
　

自
然
増
減
の
死
亡

は
。

【
町
長
】　

健
康
寿
命
日
本

一
を
掲
げ
て
い
る
の
で
、

認
知
症
予
防
対
策
等
も
踏

ま
え
、
健
康
寿
命
を
伸
ば

し
て
い
け
る
と
考
え
る
。

問

　
　
　

か
つ
ら
ぎ
の
魅
力

フ
ル
ー
ツ
王
国
の
柿
と
町

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
き
お

う
じ
で
か
つ
ら
ぎ
ブ
ラ
ン

ド
の
創
造
。
か
つ
ら
ぎ
の

柿
の
応
援
団
と
し
て
行
政

機
関
に
フ
ル
ー
ツ
王
国
課

の
設
置
を
。

【
町
長
】　

富
有
柿
と
か
つ

ら
ぎ
町
の
生
産
量
の
多
い

渋
柿
で
は
流
通
経
路
が
違

う
。
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い

く
の
は
難
し
い
が
、
か
つ

ら
ぎ
ブ
ラ
ン
ド
に
関
し
て

問

　
　
　

長
期
総
合
計
画
と

の
整
合
性
は
。

【
町
長
】　

み
ん
な
で
か
つ

ら
ぎ
町
を
盛
り
上
げ
て
い

く
よ
う
な
機
運
の
醸
成
と

い
っ
た
も
の
が
必
要
と
考

え
る
。

問

人
口
流
出
を
制
御
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。

か
つ
ら
ぎ
ブ
ラ
ン
ド
柿
で

　
　

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
意

見
を
聞
き
た
い
。
フ
ル
ー

ツ
公
社
と
連
携
を
図
り
広

報
、
流
通
を
可
能
な
限
り

考
え
て
い
き
た
い
。

２万人計画の意気込みは
住民に居場所と出番のある町町 長

　
　
　

早
急
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考

え
る
こ
と
。

【
町
長
】　

検
討
段
階
で
あ

る
が
安
全
安
心
に
暮
ら
せ

る
基
盤
整
備
、
危
機
管
理

課
の
設
置
、
防
災
無
線
の

整
備
、
交
通
政
策
で
ス
ク

ー
ル
バ
ス
を
活
用
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
デ
マ
ン

ド
型
の
タ
ク
シ
ー
、
福
祉

有
償
運
送
ま
た
ふ
る
さ
と

住
民
票
等
を
財
源
や
諸
事

情
は
あ
る
が
、
任
期
中
に

必
ず
実
現
し
た
い
と
考
え

る
。 問

パンフレット『定住支援施策２０１９』より
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一般質問

１５

福岡久二子 議員

　
　
　

自
治
区
長
会
は

「
投
票
率
日
本
一
」
を
目

指
す
取
り
組
み
を
し
て
い

る
。
今
般
の
町
長
選
挙
の

投
票
率
68
・
36
％
を
ど
う

見
る
か
。

【
町
長
】　

高
く
も
な
く
低

く
も
な
い
と
い
う
の
が
実

感
。 問

　
　
　

投
票
率
は
ど
の
よ

う
な
意
味
を
持
つ
か
。

【
総
務
課
長
】　

投
票
率
が

高
い
ほ
ど
、
多
く
の
住
民

の
声
が
政
治
に
反
映
さ
れ

て
い
る
と
言
え
る
。

問
　
　
　

今
般
の
町
長
選
挙

で
は
、
争
点
や
候
補
者
の

違
い
が
わ
か
ら
な
い
、
自

分
の
こ
と
と
し
て
関
心
を

持
っ
て
い
な
い
、
と
い
う

声
が
聞
か
れ
る
中
、
町
民

問

が
自
発
的
に
、
公
開
討
論

会
の
企
画
や
候
補
予
定
者

の
考
え
を
公
開
し
た
。
ど

う
受
け
止
め
る
か
。

【
町
長
】　

自
主
的
な
企
画

が
あ
る
の
は
大
変
よ
い
。

と
す
る
な
ら
ば
行
政
が
公

報
を
発
行
す
べ
き
と
い
う

の
は
同
感
。
ど
れ
だ
け
必

要
か
と
い
う
こ
と
を
調
査

し
考
え
て
い
く
。

【
町
長
】　

そ
れ
に
よ
っ
て

利
便
性
は
高
ま
る
と
理
解

す
る
。
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

配
布
す
べ
き
だ
。
私
が
調

査
に
行
っ
た
熊
取
町
で
は

12
年
前
か
ら
配
布
し
て
い

る
。

【
総
務
課
長
】　

告
示
前
に

公
開
討
論
会
を
行
う
こ
と

は
可
能
だ
が
、
討
論
会
で

投
票
依
頼
の
発
言
を
す
る

な
ど
選
挙
違
反
を
引
き
起

こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
リ
ス

ク
が
高
い
。
選
挙
公
報
の

発
行
は
、
条
例
を
制
定
す

れ
ば
可
能
で
、
実
務
は
困

難
を
伴
う
が
不
可
能
で
は

な
い
。

【
町
長
】　

住
民
が
や
る
の

は
不
可
能
に
近
い
。
や
る

　
　
　

行
政
は
そ
れ
に
応

え
る
べ
き
。
「
町
民
に
自

分
事
と
し
て
と
ら
え
て
も

ら
う
」
と
町
長
は
言
う
が
、

そ
の
基
本
が
町
政
へ
の
関

心
で
、
そ
の
た
め
に
情
報

の
提
供
は
欠
か
せ
な
い
。

町
と
し
て
公
開
討
論
会
を

行
う
、
少
な
く
と
も
、
候

補
者
の
政
策
等
を
公
報
で

問

　
　
　

投
票
し
や
す
く
す

る
た
め
、
期
日
前
投
票
所

を
増
や
す
こ
と
も
し
て
ほ

し
い
が
。

問
今
以
上
に
や
れ
る
こ
と
は
あ
る

選挙公報を発行する考えは
どれだけ必要か調査をする町 長

　
　
　

第
三
者
行
為
求
償

事
務
と
い
う
の
は
何
か
。

【
健
康
推
進
課
長
】　

交
通

事
故
の
被
害
者
が
国
保
で

治
療
し
た
場
合
、
加
害
者

が
支
払
う
べ
き
治
療
費
を
、

保
険
者
（
か
つ
ら
ぎ
町
）

が
負
担
し
て
い
る
。
加
害

者
が
入
っ
て
い
る
損
保
会

社
等
へ
そ
の
支
払
い
を
求

め
る
事
務
の
こ
と
で
あ
る
。

問
　
　
　

取
り
戻
せ
な
け
れ

ば
町
の
負
担
分
が
そ
の
ま

ま
に
な
る
。
さ
ら
な
る
努

力
で
今
以
上
に
取
り
戻
せ

る
余
地
が
あ
る
か
。

【
健
康
推
進
課
長
】　

今
以

上
に
や
れ
る
こ
と
は
あ
る
。

問

　
　
　

収
納
対
策
と
同
じ

ぐ
ら
い
の
優
先
度
が
あ
る

事
務
だ
。
さ
ら
に
追
求
す

る
の
に
必
要
な
こ
と
は
。

【
健
康
推
進
課
長
】　

被
害

者
か
ら
届
け
が
あ
っ
て
は

じ
め
て
町
が
損
保
会
社
へ

請
求
で
き
る
。
町
民
へ
の

広
報
が
さ
ら
に
必
要
。

問
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藤 本 憲 一 議員

　
　
　

町
長
の
公
約
に

「
ふ
る
さ
と
教
育
に
よ
る

ふ
る
さ
と
定
住
の
取
り
組

み
強
化
」
が
あ
る
。
子
ど

も
は
地
域
の
宝
だ
、
ふ
る

さ
と
教
育
を
充
実
し
て
い

け
ば
、
潤
い
と
活
力
に
満

ち
た
町
づ
く
り
に
積
極
的

に
か
か
わ
り
、
将
来
の
か

つ
ら
ぎ
町
を
担
っ
て
い
く

子
ど
も
た
ち
が
多
く
育
ち
、

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
思
う
。
今
考
え
て
い
る

ふ
る
さ
と
教
育
の
具
体
的

な
取
り
組
み
が
あ
る
の
か
。

【
町
長
】　

地
元
企
業
が
学

校
に
出
向
い
て
、
企
業
内

容
を
知
っ
て
も
ら
う
出
前

授
業
。
ま
た
、
高
校
の
卒

業
生
や
保
護
者
に
企
業
案

内
を
行
う
な
ど
で
、
地
元

で
働
く
こ
と
が
選
択
肢
の

一
つ
と
認
識
し
て
も
ら
え

問

　
　
　

郷
土
の
自
然
や
風

土
を
愛
し
、
歴
史
や
伝
統
、

文
化
を
正
し
く
受
け
継
ぐ

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ

と
で
、
町
の
た
め
に
働
き

た
い
、
地
域
に
恩
返
し
を

し
た
い
と
言
っ
て
帰
っ
て

く
る
。
そ
う
い
う
ふ
る
さ

と
教
育
を
実
施
す
る
た
め

の
一
つ
と
し
て
、
通
学
合

宿
で
の
郷
土
料
理
体
験
を

提
案
す
る
。

【
生
涯
学
習
課
長
】　

小
学

校
高
学
年
を
対
象
に
各
地

区
公
民
館
で
２
泊
３
日
を

過
ご
し
、
そ
こ
か
ら
学
校

へ
通
う
事
業
。
高
齢
者
世

帯
の
と
こ
ろ
に
も
ら
い
湯

し
て
交
流
し
て
い
る
。
夕

食
は
子
ど
も
た
ち
と
女
性

会
の
方
等
に
手
伝
っ
て
も

ら
い
調
理
体
験
を
行
う
。

カ
レ
ー
、
ハ
ン
バ
ー
グ
が

主
だ
が
、
郷
土
料
理
体
験

も
い
い
と
思
う
。
協
力
者

の
皆
さ
ま
と
話
し
合
い
を

し
な
が
ら
取
り
組
み
方
法

を
考
え
た
い
。

問

　
　
　

高
齢
者
と
の
触
れ

合
い
な
ど
、
今
実
施
し
て

い
る
ふ
る
さ
と
教
育
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】　

本
町
の
ふ
る

さ
と
教
育
は
、
豊
か
な
自

然
と
歴
史
、
文
化
そ
れ
ら

を
背
景
と
し
た
人
々
の
営

み
な
ど
誇
れ
る
財
産
を
通

し
て
子
ど
も
た
ち
の
発
達

年
齢
に
応
じ
て
実
施
し
て

い
る
。
地
域
の
方
に
来
て

問

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
。

い
た
だ
い
た
り
出
向
い
た

り
し
て
学
び
、
昔
の
遊
び

を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
地

域
が
発
達
し
て
き
た
歴
史

を
学
ぶ
こ
と
で
、
か
つ
ら

ぎ
町
を
好
き
に
な
る
と
思

っ
て
い
る
。

【
町
長
】　

さ
ま
ざ
ま
な
交

流
を
深
め
る
こ
と
で
、
町

の
歴
史
、
町
の
風
習
、
そ

し
て
未
来
の
こ
と
を
互
い

に
話
し
合
う
機
会
も
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、
ふ

る
さ
と
へ
の
愛
着
を
持
て

る
子
ど
も
た
ち
に
育
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
仕
組
み

に
、
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

定住強化となるふるさと教育とは
ふるさとへの愛着を持てる
　　仕組みづくりだと考える

町 長

　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
教

育
を
通
じ
て
郷
土
の
自
然
、

風
土
、
伝
統
、
文
化
を
地

域
住
民
と
触
れ
合
う
中
で
、

愛
着
心
や
ふ
る
さ
と
で
生

き
る
意
欲
が
芽
生
え
る
。

ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実
を

期
待
す
る
。

ま
と
め

ハンバーグもいいが郷土料理も考えて（通学合宿での調理体験）ハンバーグもいいが郷土料理も考えて（通学合宿での調理体験）ハンバーグもいいが郷土料理も考えて（通学合宿での調理体験）
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雑 賀 増 己 議員

　
　
　

公
約
で
い
う
新
し

い
力
・
風
と
は
何
か
。

【
町
長
】　

か
つ
ら
ぎ
町
の

町
長
は
、
過
去
三
代
町
職

員
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
。
本
町
も

人
口
減
少
、
若
者
の
町
外

転
出
、
財
政
の
硬
直
状
態

な
ど
課
題
が
山
積
す
る
。

今
ま
で
の
考
え
方
や
手
法

で
は
対
処
で
き
な
い
。
町

外
で
働
く
人
間
と
し
て
感

じ
る
課
題
や
問
題
に
対
し

て
、
10
年
後
、
20
年
後
の

町
を
見
据
え
た
新
し
い
視

点
と
、
事
業
の
選
択
と
集

中
に
よ
り
、
町
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う

こ
と
だ
。
変
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
き
は
組
織
改

革
に
着
手
し
、
経
営
を
刷

新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
あ
る
。

問

　
　
　

議
会
で
は
、
一
般

質
問
も
含
め
、
そ
の
整
備

を
提
案
し
て
き
た
が
、
今

回
整
備
す
る
こ
と
に
し
た

理
由
は
。

【
総
務
課
長
】　

防
災
行
政

無
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

従
来
か
ら
大
変
な
課
題
で

あ
っ
た
。
そ
の
手
法
を
検

討
す
る
中
で
、
工
期
が
短

く
、
し
か
も
費
用
が
デ
ジ

タ
ル
行
政
無
線
に
比
べ
て

安
価
で
、
し
か
も
各
家
庭

に
戸
別
に
情
報
を
伝
え
る

方
法
が
浮
上
し
て
き
た
。

工
期
も
短
く
初
期
費
用
も

安
価
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
の
捻
出
も
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
、
令
和
２
年
度

の
予
算
に
盛
り
込
む
べ
き

細
部
の
検
討
中
で
費
用
の

目
途
が
た
っ
た
。
そ
れ
で
、

整
備
し
て
い
く
方
向
に
至

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

問

　
　
　

整
備
の
有
効
性
は
。

【
総
務
課
長
】　

各
家
庭
に

屋
内
受
信
機
を
設
置
す
る
。

確
実
に
情
報
を
伝
達
で
き

る
と
考
え
る
。

問
　
　
　

整
備
の
財
源
を
ど

う
す
る
か
。

【
総
務
課
長
】　

緊
急
防
災

減
災
事
業
債
を
活
用
す
る
。

充
当
率
１
０
０
％
で
交
付

税
算
入
70
％
、
実
質
的
な

町
負
担
は
30
％
で
あ
る
。

問

防
災
行
政
無
線
を

　
　

整
備
す
る
主
な
理
由
は

公
共
交
通
の
整
備
に
つ
い
て

　
　
　

福
祉
有
償
運
送
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導

入
等
、
体
の
不
自
由
な

方
・
高
齢
者
の
方
の
移
動

手
段
の
整
備
充
実
に
つ
い

て
、
い
ろ
い
ろ
提
言
し
て

き
た
。
積
極
的
・
早
急
に

取
り
組
む
の
か
。

【
総
務
課
長
】　

本
年
度
、

政
策
推
進
会
議
の
部
門
会

議
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
再
編
と
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を

軸
に
検
討
し
て
い
る
。
福

祉
有
償
運
送
に
つ
い
て
も

福
祉
施
策
で
あ
る
と
考
え
、

関
係
課
に
よ
っ
て
協
議
し

て
お
り
、
実
施
の
方
向
で

進
め
て
い
る
。

問

新しい力・風とは何か
変化が求められるときは組織改革に着手し
経営を刷新しなければならない

町 長

導入が待たれる福祉有償運送導入が待たれる福祉有償運送導入が待たれる福祉有償運送
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小 林 総 一 議員

　
　
　

新
方
式
の
防
災
行

政
無
線
を
令
和
２
年
度
中

に
完
成
さ
せ
、
３
年
度
か

ら
利
用
で
き
る
と
の
こ
と

だ
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

【
総
務
課
長
】　

ポ
ケ
ベ
ル

波
を
利
用
し
、
山
間
部
に

２
カ
所
の
ア
ン
テ
ナ
を
設

置
す
れ
ば
町
全
域
を
カ
バ

ー
で
き
る
。
各
家
庭
に
戸

別
受
信
機
を
配
布
し
、
３

０
４
文
字
ま
で
送
信
可
能

で
機
械
音
声
で
も
聞
け
る
。

受
信
機
は
持
ち
運
び
可
能

で
あ
る
。

問
　
　
　

事
業
費
と
町
の
負

担
額
は
。

【
総
務
課
長
】　

初
期
投
資

で
５
〜
６
億
円
、
維
持
経

費
は
年
９
０
０
〜
１
０
０

０
万
円
。
起
債
を
使
え
ば

３
割
負
担
と
な
り
、
１
億

問

　
　
　

文
字
と
か
機
械
音

声
で
は
危
機
感
が
伝
わ
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。
文
字

内
容
の
工
夫
と
か
、
危
機

感
が
伝
わ
る
広
報
手
段
は
。

【
町
長
】　

サ
イ
レ
ン
等
で

伝
え
ら
れ
る
し
、
戸
別
受

信
機
か
ら
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を

光
ら
せ
緊
急
度
が
高
い
と

い
っ
た
送
信
方
法
も
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。

問

　
　
　

町
内
の
避
難
場
所

は
一
部
の
公
共
施
設
以
外

は
、
地
震
・
風
水
害
・
土

砂
災
害
に
対
し
て
脆
弱
な

施
設
ば
か
り
で
あ
る
。
特

に
河
南
地
域
や
山
間
部
は

ほ
と
ん
ど
対
応
で
き
て
い

な
い
。
三
谷
地
域
で
は
防

災
セ
ン
タ
ー
を
兼
ね
備
え

た
公
民
館
を
要
望
し
て
い

る
が
、
い
つ
に
な
る
の
か
。

【
町
長
】　

公
民
館
を
そ
の

ま
ま
の
状
況
で
避
難
所
と

し
て
使
う
こ
と
は
、
厳
し

問

　
　
　

役
場
の
障
害
者
雇

用
の
現
状
は
。

【
総
務
課
長
】　

３
人
雇
用

し
て
お
り
、
法
定
雇
用
率

１
・
65
％
で
２
・
５
％
を

ク
リ
ア
し
て
い
な
い
。

問
　
　
　

民
間
企
業
に
見
本

を
示
す
立
場
に
あ
る
公
的

機
関
は
、
先
駆
け
て
雇
用

推
進
す
べ
き
と
の
通
知
も

あ
る
。
今
後
の
予
定
は
。

【
総
務
課
長
】　

町
採
用
試

験
の
障
害
者
枠
で
１
人
合

格
と
な
り
、
令
和
２
年
４

月
に
は
法
定
雇
用
率
を
達

成
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

問
　
　
　

雇
用
率
を
ク
リ
ア

す
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
い

問

５
千
万
円
〜
１
億
８
千
万

円
の
町
負
担
と
な
る
。

い
と
い
う
認
識
は
あ
る
。

大
災
害
時
、
橋
が
使
え
な

く
な
り
紀
の
川
を
挟
ん
で

南
北
に
分
断
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、

南
側
に
拠
点
が
必
要
に
な

る
と
い
う
課
題
に
つ
い
て

議
論
を
始
め
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
想
定
と
課

題
を
洗
い
出
し
、
町
民
・

議
会
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

障
害
者
法
定
雇
用
率

　
　
　

達
成
の
見
込
み

う
も
の
で
は
な
い
。
障
が

い
の
あ
る
人
の
働
き
た
い

思
い
に
雇
用
す
る
側
と
し

て
ど
う
応
え
る
の
か
。
仕

事
内
容
と
職
場
環
境
を
ど

う
合
わ
せ
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】　

職
員
間
の
採
用

の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
て
、

積
極
的
に
障
害
者
雇
用
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
障
が

い
の
状
況
を
考
慮
し
、
適

用
で
き
る
職
場
を
提
供
し

て
い
く
。

三谷公民館の改修はいつになるのか
避難所としては
　厳しいという認識はある

町 長

　
　
　

 

障
が
い
の
あ
る

人
が
役
場
で
働
い
て
、
こ

こ
へ
来
て
よ
か
っ
た
と
い

う
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
な

職
場
環
境
に
し
て
ほ
し
い
。

要
望

避難施設に指定されているが、築47年となり耐震性もなく、
機能を果たしていない三谷公民館
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人
口
増
加
計
画
や

施
策
は
。

【
町
長
】　

事
業
の
ス
ク
ラ

ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
と
、

新
し
い
事
業
は
検
討
中
で

あ
る
。

問

　
　
　

い
く
ら
の
予
算
減

と
な
る
か
。

【
町
長
】　

年
間
１
３
０
０

万
円
程
度
節
減
で
き
る
。

問

　
　
　

配
置
し
な
い
メ
リ

ッ
ト
は
。

【
町
長
】　

複
数
課
を
ま
た

ぐ
責
任
を
も
つ
参
事
職
を

配
置
し
縦
割
り
行
政
を
解

消
し
て
い
く
。

問

　
　
　

２
万
人
計
画
を
打

ち
出
し
て
、
こ
の
町
を
牽

引
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、

問
　
　
　

最
上
位
計
画
で
あ

る
長
期
総
合
計
画
は
平
成

34
年
度
目
標
が
１
万
６
０

０
０
人
で
あ
る
が
、
２
万

人
へ
の
修
正
は
。

【
町
長
】　

事
業
を
や
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
す
ぐ
２
万

人
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。

計
画
は
審
議
会
を
経
て
作

成
さ
れ
た
の
で
、
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

問

最
上
位
の
計
画
で
あ
る
長

期
総
合
計
画
も
変
更
修
正

を
か
け
て
い
く
べ
き
で
は
。

【
町
長
】　

策
定
に
か
か
わ

っ
た
方
が
多
く
い
る
の
で
、

こ
こ
で
踏
み
込
ん
だ
お
答

え
は
で
き
な
い
。

り
の
計
画
の
中
で
進
め
る

の
か
。

【
町
長
】　

あ
く
ま
で
も
計

画
は
計
画
で
あ
る
。

副
町
長
廃
止
に
つ
い
て

かつらぎ町の最上位計画
との整合性が必要

人口２万人構想の詳細計画は
町民の協力により達成可能町 長

　
　
　

意
見
を
聞
く
中
で
、

変
更
が
必
要
で
あ
れ
ば
変

更
し
て
い
く
。
変
更
が
必

要
な
け
れ
ば
、
従
来
ど
お

問

　
　
　

こ
の
計
画
に
即
し

て
進
め
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】　

実
行
し
て
い
く

こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方

で
あ
る
。

問

　
　
　

複
数
課
を
ま
た
ぎ
、

縦
割
り
行
政
を
解
消
し
て

い
く
役
割
が
副
町
長
で
は

な
い
か
。
予
算
が
問
題
で

あ
れ
ば
減
額
し
て
副
町
長

を
配
置
し
て
は
。

【
町
長
】　

地
方
自
治
法
で

は
廃
止
条
例
を
上
げ
な
い

限
り
、
基
本
的
に
配
置
す

る
と
な
っ
て
い
る
。
必
要

問
　
　
　

検
討
し
て
い
る
部

分
や
構
想
に
つ
い
て
は
。

【
町
長
】　

紀
の
川
筋
と
い

う
の
は
水
が
豊
富
で
あ
る

か
ら
、
食
品
加
工
関
係
の

企
業
は
水
と
排
水
を
重
要

視
し
て
い
る
と
聞
く
。
ど

こ
が
い
い
か
な
ど
は
検
討

し
て
い
な
い
。

問
　
　
　

企
業
で
は
人
材
確

保
が
課
題
で
あ
る
。
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
整
っ
た
中
で
、

か
つ
ら
ぎ
町
に
住
ん
で
も

ら
い
な
が
ら
働
き
に
行
く

こ
と
が
可
能
で
は
。

【
町
長
】　

企
業
誘
致
は
時

間
も
お
金
も
か
か
る
の
で

問

　
　
　

町
長
不
在
時
の
緊

急
対
応
や
政
治
的
判
断
を

迫
ら
れ
る
と
き
な
ど
、
職

員
の
方
に
は
負
担
が
大
き

い
の
で
は
。

【
町
長
】　

同
感
で
あ
り
、

し
っ
か
り
と
考
え
た
い
。

問 で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も

と
で
、
当
面
配
置
し
な
い
。

大
変
。
か
つ
ら
ぎ
町
に
住

ん
で
も
ら
い
近
隣
へ
働
き

に
行
く
こ
と
を
一
番
に
考

え
る
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

・
ふ
る
さ
と
納
税
倍
増
化

・
防
災
行
政
無
線
等
の
整

　

備
・
遊
具
を
備
え
た
公
園
整

　

備
・
学
童
保
育
の
建
物
整
備

・
コ
ミ
バ
ス
の
見
直
し
や

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用

　

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

そ
の
他
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平
成
29
年
９
月
26

日
議
長
か
ら
町
長
に
提
出

し
た
子
ど
も
の
貧
困
対
策

に
関
す
る
提
言
書
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】　

担
当
課
が
中
心

と
な
っ
て
庁
内
を
と
り
ま

と
め
、
町
あ
げ
て
の
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
。

問
　
　
　

子
ど
も
の
貧
困
率

は
国
13
・
９
％
、
県
11
.

６
％
、
町
16
・
７
％
。
ニ

ー
ズ
調
査
結
果
で
配
偶
者

の
有
無
で
就
学
前
８
・
３

％
、
小
学
生
14
％
が
な
し

と
回
答
し
、
ひ
と
り
親
が

増
え
て
い
る
。
小
学
生
の

放
課
後
の
過
ご
し
方
で
児

童
館
21
・
７
％
、
学
童
保

育
14
％
が
利
用
。
児
童
館

な
ど
の
利
用
状
況
は
。

【
生
涯
学
習
課
長
】　

開
館

問

　
　
　

調
査
結
果
で
母
親

が
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
割

合
が
就
学
前
で
は
１
歳
児

25
％
か
ら
５
歳
児
37
％
と
、

小
学
１
年
生
19
％
か
ら
６

年
生
47
％
と
増
え
て
い
る
。

児
童
館
や
学
童
保
育
の
開

館
時
間
で
保
護
者
の
子
育

て
を
支
援
で
き
て
い
る
の

か
。

【
教
育
長
】　

事
業
に
は
そ

れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り
、
改

善
す
べ
き
点
は
あ
る
。
今

後
体
制
を
充
実
し
た
い
。

【
町
長
】　

子
育
て
支
援
を

図
る
た
め
、
今
後
さ
ま
ざ

ま
な
政
策
を
ど
の
よ
う
に

充
実
さ
せ
て
い
く
か
協
議

問

　
　
　

こ
ど
も
園
で
集
団

に
な
じ
ま
な
い
、
学
童
保

育
で
指
導
員
と
う
ま
く
あ

わ
な
い
、
発
達
障
害
な
ど

課
題
の
あ
る
子
ど
も
を
も

つ
保
護
者
は
子
育
て
に
悩

み
苦
労
し
て
い
る
。
こ
ど

も
園
で
の
一
時
預
か
り
状

況
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

二
つ

の
こ
ど
も
園
で
月
平
均
10

人
、
回
数
は
31
回
。
職
員

配
置
な
ど
で
断
る
こ
と
も

あ
る
。

問
　
　
　

認
可
外
保
育
と
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

児
童

福
祉
法
等
の
認
可
を
得
た

の
が
こ
ど
も
園
。
認
可
外

保
育
は
届
け
出
に
よ
り
ベ

ビ
ー
ホ
テ
ル
、
院
内
保
育
、

企
業
内
保
育
、
個
人
保
育

な
ど
で
県
や
町
の
指
導
が

あ
る
。

※
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
ほ
し
い
保
護
者
と
地
域

の
サ
ポ
ー
ト
者
と
の
相
互

援
助
に
よ
る
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
制
度
を

提
案
し
た
。
町
長
は
町
全

体
の
子
育
て
支
援
を
考
え

る
中
で
、
保
護
者
の
意
見

が
反
映
で
き
る
仕
組
み
が

必
要
と
答
弁
し
た
。

問

　
　
　

画
一
的
な
子
育
て

支
援
だ
け
で
な
く
、
保
育

所
を
利
用
で
き
な
い
、
祖

父
母
に
気
兼
ね
な
く
、
子

ど
も
や
保
護
者
の
状
況
に

応
じ
て
子
育
て
を
選
択
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
は
。

【
町
長
】　

公
が
で
き
る
こ

と
、
民
が
で
き
る
こ
と
が

あ
る
の
で
補
完
し
た
い
。

民
間
の
力
を
借
り
て
少
し

問

　
　
　

認
可
外
保
育
や
一

時
預
か
り
保
育
へ
の
支
援

は
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

法
や

規
定
等
を
ク
リ
ア
で
き
れ

問

時
間
は
13
〜
17
時
が
11
館
、

14
〜
18
時
が
１
館
。
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

で
は
学
習
意
欲
の
向
上
や

確
立
な
ど
を
目
標
に
笠

田
・
妙
寺
地
区
で
、
夏
休

み
に
は
大
谷
・
渋
田
で
数

回
開
催
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

学
童

保
育
は
笠
田
・
妙
寺
で
実

施
、
利
用
時
間
は
最
長
19

時
ま
で
。
年
々
利
用
者
が

増
え
て
い
る
。

が
必
要
で
あ
る
。

ば
、
国
や
県
の
補
助
対
象

と
な
る
。

で
も
子
育
て
の
選
択
肢
を

増
や
す
こ
と
は
大
変
重
要
。

子育ての選択肢を増やす認可外保育を
民間の力を借りることは重要町 長
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高
齢
化
に
伴
う
社

会
保
障
の
増
大
、
老
朽
化

す
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
補
修
な
ど
、
今
後
も
厳

し
い
財
政
運
営
が
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
、
本
町

の
財
政
見
通
し
は
。

【
会
計
課
長
】　

一
般
財
源

収
入
の
減
少
な
ど
財
源
不

足
は
、
基
金
の
取
り
崩
し

で
調
整
す
る
こ
と
と
な
る
。

今
後
も
国
勢
調
査
人
口
の

減
少
な
ど
普
通
地
方
交
付

税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

収
支
が
均
衡
し
た
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、

行
財
政
の
改
革
と
自
主
財

源
の
確
保
や
経
常
経
費
の

抑
制
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

問
　
　
　

本
町
の
財
政
状
況

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の

か
。 問

　
　
　

平
成
29
年
度
決
算

で
、
か
つ
ら
ぎ
町
は
赤
字

市
町
村
で
あ
る
と
言
っ
て

い
る
が
。

【
町
長
】　

経
常
収
支
比
率

だ
け
で
赤
字
と
い
う
表
現

は
正
し
く
な
い
の
で
、
今

後
は
そ
う
い
っ
た
表
現
に

つ
い
て
改
め
て
い
く
。

問
　
　
　

徹
底
的
に
無
駄
な

支
出
を
抑
え
る
と
は
。

【
町
長
】　

事
業
そ
の
も
の

を
見
直
さ
な
い
限
り
、
節

減
で
き
る
項
目
は
な
か
な

か
出
て
こ
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。

問
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
金
は
、
平
成
30
年
度

に
約
１
億
７
千
万
円
と
大

き
く
伸
び
て
い
る
。
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
や
寄

附
金
の
状
況
は
。

【
参
事
兼
企
画
公
室
長
】　

平
成
29
年
度
か
ら
は
１
万

円
コ
ー
ス
だ
け
だ
っ
た
も

問

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の

倍
増
計
画
と
は
。

【
町
長
】　

ふ
る
さ
と
住
民

票
を
発
行
し
関
係
人
口
の

増
加
を
図
る
こ
と
で
、
ふ

る
さ
と
納
税
以
外
の
と
こ

ろ
に
も
成
果
も
上
げ
ら
れ
、

口
コ
ミ
で
広
が
る
可
能
性

も
出
て
く
る
。

　

ま
た
、
総
務
省
に
認
め

て
も
ら
え
れ
ば
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
集
め
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
が
あ

る
。
ま
だ
ま
だ
未
知
の
世

界
で
あ
る
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
開
拓
す
る
こ
と

で
、
納
税
が
倍
増
す
る
可

能
性
は
あ
る
。

問

花
園
支
所

　
　

機
能
は

送
迎
バ
ス

　
　

の
活
用花園支所入口をサロンスペースに

ふるさと納税倍増計画とは
企業版ふるさと納税を開拓町 長

【
町
長
】　

経
常
収
支
比
率

が
上
昇
し
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
が
大
き
く
崩
れ
た
状
況

で
あ
る
。

の
に
、
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー

ス
を
設
け
、
返
礼
品
の
数

を
ふ
や
す
こ
と
で
寄
附
額

が
増
加
し
、
結
果
的
に
町

内
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
返
礼
品

の
収
益
や
町
の
財
源
確
保

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
　
　

花
園
支
所
の
機
能

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

【
町
長
】　

地
域
住
民
に
密

着
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
住
民

が
安
心
・
安
全
に
生
活
で

き
る
地
域
の
防
災
拠
点
、

観
光
客
が
普
通
に
入
っ
て

一
般
住
民
も
サ
ロ
ン
的
に

使
え
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
な
ど
、
支
所
機
能

を
も
っ
と
充
実
す
る
。

問

　
　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

空
い
て
い
る
時
間
帯
の
活

用
と
は
。

【
町
長
】　

東
西
の
循
環
に
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
送
迎
の

な
い
時
間
帯
に
限
っ
て
一

定
の
範
囲
を
巡
回
す
る
よ

う
な
形
で
運
行
し
た
い
。

国
と
検
討
に
入
っ
て
い
る
。

問
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「
今
こ
そ
決
断
の

時
か
つ
ら
ぎ
町
に
新
し
い

風
を
」
の
公
約
の
中
か
ら

人
口
２
万
人
計
画
に
つ
い

て
。

【
町
長
】　

公
約
で
あ
る
２

万
人
計
画
と
い
う
の
は
、

大
き
く
言
え
ば
か
つ
ら
ぎ

町
が
抱
え
る
課
題
や
問
題

点
等
を
町
民
の
皆
さ
ま
に

自
分
事
と
し
て
と
ら
え
て

い
た
だ
き
、
議
会
と
行
政
、

町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
で
実
現
で
き
る
計

画
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
時

代
の
今
は
、
量
の
拡
大
で

は
な
く
、
質
を
ど
う
高
め

る
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ

れ
て
お
り
、
ど
ん
な
質
が

求
め
ら
れ
る
か
と
い
う
も

の
は
、
そ
の
質
の
高
め
方

問

も
全
部
自
治
体
に
よ
っ
て

違
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
り
、

地
域
に
住
む
人
た
ち
が
自

分
の
頭
で
考
え
、
自
分
の

責
任
で
決
め
、
そ
れ
を
実

行
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
人

口
減
少
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

本
当
の
自
治
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

行
政
は
議
会
や
住
民
と

と
も
に
、
何
を
や
り
何
を

や
め
る
か
、
本
当
に
何
が

必
要
か
、
適
切
に
判
断
す

る
い
わ
ゆ
る
選
択
と
集
中

や
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ

ル
ド
の
考
え
方
に
よ
っ
て

議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
事
業
が
住
民
に
と
っ

て
い
か
に
必
要
か
と
い
う

観
点
で
検
討
し
、
実
行
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

私
は
、
公
約
と
は
地
域

づ
く
り
の
理
念
と
将
来
像

を
し
っ
か
り
示
し
、
さ
ら

に
そ
の
将
来
像
を
実
現
し

て
い
く
た
め
の
政
策
や
事

業
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

示
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

人
口
２
万
人
計
画
を
も

と
に
、
五
つ
の
分
野
で
の

取
り
組
も
う
と
す
る
事
業

を
挙
げ
た
が
、
い
ず
れ
の

事
業
も
行
政
、
議
会
、
住

民
の
三
者
が
理
解
と
協
力
、

そ
れ
ぞ
れ
が
対
等
な
立
場

に
立
っ
て
、
主
体
的
に
参

加
で
き
る
仕
組
み
を
作
る

こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
な
し
得
る
こ
と
が
で

き
、
魅
力
あ
る
町
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

例
え
ば
ふ
る
さ
と
納
税

一
つ
と
っ
て
も
、
返
礼
品

の
強
化
や
Ｐ
Ｒ
は
大
変
重

要
だ
が
、
か
つ
ら
ぎ
町
に

ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い

た
だ
い
た
方
に
、
ふ
る
さ

と
住
民
票
を
発
行
し
、
よ

り
多
く
の
方
々
の
知
恵
や

力
を
町
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
き
た
い
。

　

か
つ
ら
ぎ
町
へ
愛
着
を

持
つ
人
と
継
続
的
な
関
係

を
築
い
て
い
く
、
そ
う
い

っ
た
関
係
の
中
か
ら
か
つ

ら
ぎ
町
で
起
業
し
て
く
れ

る
人
や
他
市
町
村
で
起
業

さ
れ
て
い
る
会
社
の
支
店

を
か
つ
ら
ぎ
町
に
出
し
て

も
ら
う
な
ど
、
関
係
人
口

の
増
大
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
で
、
大
き
な
取
り
組

み
に
発
展
し
て
い
く
可
能

性
が
出
る
。
行
政
と
町
民

が
一
丸
と
な
っ
て
英
知
を

集
結
し
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
で
、
人
口
２
万
人
計

画
は
可
能
で
あ
る
と
考
え

る
。

２万人計画とは
議会と行政、町民が一丸となって
　取り組むことで実現できる計画

町 長
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歴
史
教
科
書
か
ら

何
を
学
ぶ
の
か
。

【
町
長
】　

教
科
書
は
、
教

育
の
観
点
か
ら
大
切
で
あ

り
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は

正
し
い
。

問
　
　
　

満
州
事
変
か
ら
満

州
国
建
設
ま
で
の
戦
争
を

日
本
の
侵
略
戦
争
と
捉
え

て
い
る
か
。

【
町
長
】　

軍
事
力
に
よ
っ

て
満
州
の
主
要
地
域
を
占

領
し
た
。

問
　
　
　

侵
略
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
。

【
町
長
】　

占
領
し
た
と
い

う
こ
と
は
、
侵
略
し
た
と

い
う
言
葉
に
近
い
。

問

日本はアジアに対して
　侵略戦争を展開したのか

侵攻した、武力を持って制圧した町 長

戦
争
は
、
日
本
に
よ
る
侵

略
戦
争
だ
っ
た
か
ど
う
か
。

【
町
長
】　

日
本
は
、
資
源

の
多
い
中
国
北
部
も
勢
力

圏
に
し
よ
う
と
工
作
を
し
、

中
国
と
の
対
立
を
一
層
強

め
た
。
抗
日
運
動
の
激
し

さ
が
増
す
中
で
戦
線
を
広

げ
、
首
都
南
京
を
占
領
、

中
部
ま
で
軍
隊
を
侵
攻
さ

せ
た
。

　
　
　

国
民
主
権
と
恒
久

平
和
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
と
い
う
三
原
則
は
不
可

分
一
体
の
も
の
。
平
和
で

あ
っ
て
こ
そ
、
国
民
主
権

が
保
障
さ
れ
る
。
平
和
で

あ
っ
て
こ
そ
、
基
本
的
人

権
が
保
障
さ
れ
る
。
国
民

主
権
と
基
本
的
人
権
が
徹

底
的
に
保
障
さ
れ
れ
ば
、

平
和
が
保
障
さ
れ
る
。
こ

う
い
う
形
で
三
つ
の
原
則

が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

【
町
長
】　

全
く
同
感
だ
。

問

問※
お
も
し
ろ
い
見
解
だ
。

現
在
、
な
ぜ
憲
法
第
９
条

の
改
正
が
焦
点
に
な
っ
て

い
る
の
か
を
テ
ー
マ
に
質

問
す
る
機
会
も
あ
る
か
と

思
う
。

　
　
　

侵
略
戦
争
だ
っ
た

か
は
答
え
な
い
よ
う
だ
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
は
、

日
中
戦
争
の
果
て
に
日
本

が
行
っ
た
侵
略
戦
争
だ
っ

た
か
ど
う
か
。

【
町
長
】　

欧
米
の
支
配
を

脱
し
、
と
も
に
栄
え
よ
う

と
い
う
か
け
声
と
は
裏
腹

に
、
東
南
ア
ジ
ア
や
南
太

平
洋
の
国
々
を
戦
争
に
巻

き
込
ん
で
、
多
大
な
る
被

害
を
与
え
た
。

問

　
　
　

憲
法
第
９
条
を
守

る
か
ど
う
か
。

【
町
長
】　

当
然
守
っ
て
い

く
べ
き
。
た
だ
し
自
衛
隊

の
存
在
を
関
連
づ
け
て
議

論
す
る
な
ら
ば
、
別
の
い

ろ
ん
な
意
見
が
あ
る
。

問

　
　
　

満
州
事
変
か
ら
始

ま
る
15
年
戦
争
と
呼
ば
れ

る
戦
争
の
全
体
を
通
じ
て
、

日
本
は
ア
ジ
ア
に
対
し
て

侵
略
戦
争
を
展
開
し
た
と

い
う
認
識
は
も
っ
て
い
る

問

　
　
　

日
本
が
侵
略
戦
争

を
行
っ
た
と
い
う
事
実
は

変
わ
ら
な
い
。
１
９
４
５

問

　
　
　

満
州
国
を
足
場
に

し
て
引
き
起
こ
し
た
日
中

問

か
。

【
町
長
】　

侵
攻
し
た
、
武

力
を
持
っ
て
制
圧
し
た
と

捉
え
て
い
る
。

憲
法
第
９
条
に
対
す
る
見
解
は

年
８
月
15
日
、
天
皇
の
玉

音
放
送
に
よ
っ
て
、
受
け

入
れ
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
こ

そ
が
戦
後
の
原
点
に
な
る

文
書
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】　

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

に
よ
り
日
本
は
平
和
国
家

と
し
て
進
ん
だ
。

　
　
　

憲
法
第
99
条
は

「
天
皇
又
は
摂
政
及
び
国

務
大
臣
、
国
会
議
員
、
裁

判
官
そ
の
他
の
公
務
員
は
、

こ
の
憲
法
を
尊
重
し
擁
護

す
る
義
務
を
負
ふ
」
と
書

い
て
い
る
が
。

【
町
長
】　

こ
こ
に
書
か
れ

て
い
る
人
々
は
、
こ
の
憲

法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義

務
を
負
っ
て
い
る
。

かつらぎ公園の中にある「平和の礎」。
1980年11月かつらぎ町忠霊顕彰会によって建立。
この塔の中に明治の西南戦争以後の戦没兵士1044
人の名前が書かれた御札が納められている。
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青
写
真
と
計
画
を
。

【
町
長
】　

現
状
は
、
今
後

難
局
を
乗
り
切
れ
な
い
課

題
や
問
題
に
対
し
、
新
し

い
視
点
と
事
業
の
選
択
と

集
中
に
よ
り
町
政
運
営
に

取
り
組
む
。
組
織
改
革
に

着
手
し
、
経
営
を
刷
新
す

る
。 問

　
　
　

副
町
長
廃
止
を
財

政
改
革
の
一
番
に
挙
げ
た

が
、
当
面
の
間
と
ト
ー
ン

ダ
ウ
ン
し
た
理
由
は
。

【
町
長
】　

副
町
長
を
置
か

な
い
事
が
正
し
い
と
は
考

え
て
い
な
い
。
地
方
自
治

法
に
は
明
確
に
置
く
よ
う

書
か
れ
て
い
る
。
副
町
長

の
予
算
を
特
化
す
れ
ば
優

先
順
位
を
上
げ
考
え
る
。

そ
れ
が
地
方
自
治
法
を
厳

守
す
る
こ
と
に
な
る
。

問

　
　
　

ど
の
よ
う
な
引
き

継
ぎ
か
。

【
町
長
】　

担
当
課
長
よ
り

引
き
継
ぐ
。
農
地
中
間
管

問
　
　
　

危
機
管
理
課
の
設

置
は
減
災
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら

す
か
。
選
択
と
集
中
と
は

ピ
ー
タ
ー
ド
ラ
ッ
カ
ー
が

唱
え
た
概
念
で
ジ
ャ
ッ

ク
・
ウ
ェ
ル
チ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ

を
指
す
も
の
か
。

【
町
長
】　

答
弁
は
総
務
課

長
に
さ
せ
る
。

【
総
務
課
長
】　

職
員
の
配

置
も
増
や
し
進
め
る
。
防

災
上
非
常
に
意
義
が
あ
る
。

選
択
と
集
中
の
言
葉
は
、

ち
ょ
っ
と
認
識
は
な
い
。

問

　
　
　

管
理
機
構
を
利
用

し
観
光
農
園
に
入
る
か
。

【
町
長
】　

町
が
観
光
農
園

を
整
備
す
る
の
は
費
用
が

か
さ
み
困
難
。

理
機
構
を
進
め
圃
場
整
備

し
、
最
終
的
に
観
光
農
園

が
頭
の
中
に
あ
っ
た
と
聞

く
。

問

　
　
　

耕
作
放
棄
地
を
空

き
家
対
策
と
絡
め
て
解
消

し
て
い
く
の
は
町
長
の
公

約
だ
が
、
放
棄
地
の
定
義

は
耕
地
に
戻
ら
な
い
の
が

放
棄
地
と
の
こ
と
だ
が
。

【
町
長
】　

山
林
に
な
っ
て

手
が
つ
け
ら
れ
な
い
と
言

う
の
が
一
般
的
な
耕
作
放

棄
地
の
定
義
で
あ
る
。

問※
そ
の
よ
う
な
中
で
、
空

き
家
を
求
め
て
放
棄
地
へ

入
っ
て
開
墾
す
る
な
ん
て

そ
ん
な
開
拓
者
魂
を
持
つ

人
は
い
な
い
の
で
は
。
山

間
部
へ
の
憧
れ
の
方
が
空

き
家
を
求
め
て
入
っ
て
く

る
。
対
策
と
は
ま
ず
発
生

す
る
前
に
打
つ
こ
と
。
対

策
で
は
な
く
対
応
が
必
要
。

山
間
部
へ
は
獣
被
害
が
こ

れ
ら
の
最
た
る
も
の
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　

計
画
の
進
捗
状
況

は
。
ま
た
、
沈
砂
池
整
備

は
。

【
建
設
課
長
】　

本
年
度
末

で
完
成
予
定
。
沈
砂
池
は

も
う
す
ぐ
整
備
完
成
。

【
産
業
観
光
課
長
】　

最
短

で
令
和
６
年
度
末
、
完
成

予
定
。

問

笠
田
中
の
農
地
造
成
の
現
状
と
実
態

　
　
　
　

ま
た
引
き
継
ぎ
に
つ
い
て

新風は何を成し、何をもたらすのか
事業の選択と集中で取り組む町 長

耕
作
放
棄
地

　
　

対
策
は

令和２年３月末、返還予定地

令和６年度末、完成予定地
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11
月
８
日
、
12
月
４
日
委
員
会
開
催
①
紀

の
川
左
岸
農
道
西
渋
田
工
区
現
地
視
察
②
町

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
③
請
願
・
陳
情
に

つ
い
て
④
先
進
地
視
察
に
つ
い
て
調
査
・
審

議
し
た
。

道
路
を
生
か
し
た

　

地
域
振
興
が
求
め
ら
れ
て
い
る

左
岸
農
道

　

愛
称
「
紀
の
川
フ
ル
ー

ツ
ラ
イ
ン
」
は
橋
本
か
ら

国
道
４
８
０
号
ま
で
は
完

成
済
で
、
残
り
西
渋
田
工

区
１
・
５
㎞
が
施
工
中
で

あ
る
。
紀
の
川
市
の
事
故

も
あ
り
、
地
す
べ
り
対
策

は
万
全
を
期
し
て
い
た
。

令
和
２
年
度
中
に
完
成
予

定
。
紀
の
川
市
工
区
は
令

和
２
年
度
以
降
と
な
る
。

全
線
開
通
は
未
定
と
の
説

明
を
県
よ
り
受
け
た
。

　

「『
所
得
税
法
第
56
条
』

の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願

書
」
を
審
査
。
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
採
択
す

べ
き
と
決
し
た
。

　

「
日
本
政
府
・
両
院
議

長
へ
日
米
地
位
協
定
の
抜

本
改
定
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
」

を
審
査
。
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
採
択
す
べ
き

と
決
し
た
。

　
　
（
詳
細
は
９
ペ
ー
ジ
）

都
市
計
画
道
路

　

昭
和
32
年
か
ら
12
路
線

が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、

現
在
３
路
線
が
整
備
完
了
。

９
路
線
が
未
完
了
。
う
ち

３
路
線
が
未
着
手
で
あ
る
。

町
は
９
路
線
を
見
直
し
、

１
路
線
を
新
規
追
加
予
定
。

最
終
決
定
は
令
和
２
年
度

末
に
な
る
見
込
み
。
都
市

計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
、
見
直
し
て
い
な
い
の

で
順
序
が
逆
と
の
指
摘
を

し
、
見
直
し
を
求
め
た
。

事故なく早期竣工が求められている左岸農道事故なく早期竣工が求められている左岸農道事故なく早期竣工が求められている左岸農道

橋本市へ子育て支援策の視察橋本市へ子育て支援策の視察橋本市へ子育て支援策の視察

請
願
・
陳
情

　

11
月
21
日
橋
本
市
に
子
ど
も
の
貧
困
対
策

に
つ
い
て
視
察
。
12
月
６
日
委
員
会
開
催
①

要
望
書
に
つ
い
て
２
件
②
先
進
地
視
察
研
修

に
つ
い
て
調
査
・
審
議
し
た
。

橋
本
市
の
子
育
て

支
援
を
視
察

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
で
、

橋
本
市
を
視
察
。
貧
困
率

を
独
自
手
法
で
調
査
す
る

と
平
均
よ
り
高
か
っ
た
の

で
、
地
域
住
民
の
理
解
と

支
援
を
得
て
、
子
ど
も
食

堂
を
６
カ
所
開
設
し
た
。

ま
た
保
育
所
等
の
サ
ー
ビ

ス
で
は
補
え
な
い
部
分
に

つ
い
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
事
業
を
実
施
し
て
い

た
。
実
施
主
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
よ
り
研
修
を
受
け
た
。

紀
北
地
区
に

児
童
相
談
所
開
設

意
見
書
提
出

　

児
童
相
談
所
は
県
内
に

現
在
３
カ
所
の
相
談
所
、

分
室
が
あ
る
が
紀
北
地
区

に
は
な
い
。
委
員
会
で
は
、

本
町
の
実
態
を
踏
ま
え
て

県
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

（
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
）

　

他
一
件
、
和
歌
山
県
腎

友
会
よ
り
次
年
度
予
算
に

か
か
る
要
望
に
つ
い
て
本

町
の
状
況
等
を
確
認
し
た
。
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議
会
改
革
を
進
め
た
い

視察視察
研修報告研修報告
視察
研修報告

さ
ら
に
議
会
だ
よ
り
を

　
　
　

充
実
さ
せ
た
い

視察視察
研修報告研修報告
視察
研修報告

　

芽
室
町
議
会
は
、
平
成

29
年
度
議
会
改
革
調
査
に

お
い
て
、「
情
報
共
有
、

住
民
参
加
、
機
能
強
化
」

が
全
国
一
進
ん
で
い
る
と

４
年
連
続
で
評
価
さ
れ
て

い
る
。
会
議
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
・
録
画
配

信
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

公
開
。
住
民
懇
談
会
を
通

じ
て
受
け
た
町
民
の
意
見

や
要
望
を
、
行
政
へ
の
政

策
提
言
に
反
映
。
そ
れ
ら

を
議
会
と
し
て
地
道
に
実

践
に
つ
な
い
で
き
た
と
い

う
こ
と
が
、
研
修
を
通
じ

て
実
感
で
き
た
。
議
員
の

認
識
の
共
有
を
図
る
た
め

議
員
間
討
議
を
重
視
し
て

い
る
と
い
う
報
告
は
、
さ

ら
な
る
前
進
へ
の
努
力
を

示
す
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
。

本
町
も
、「
住
民
参
加
」

と
「
公
開
」
の
理
念
は
共

通
し
て
お
り
、
議
会
活
動

の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
さ

ら
に
改
革
を
進
め
た
い
。

　

議
会
広
報
の
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
２
年
連
続
日
本

一
に
な
っ
た
寄
居
町
議
会

の
議
会
広
報
広
聴
特
別
委

員
会
を
視
察
し
た
。

　

「
委
託
業
者
に
よ
っ
て

い
い
紙
面
が
で
き
る
。
議

員
が
い
く
ら
レ
イ
ア
ウ
ト

に
力
を
入
れ
時
間
を
か
け

て
も
、
素
人
な
の
で
い
い

レ
イ
ア
ウ
ト
は
で
き
な
い
。

こ
の
棲
み
分
け
を
し
っ
か

り
す
る
」

　

寄
居
町
の
議
長
の
発
言

か
ら
研
修
が
始
ま
っ
た
。

　

「
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い

て
の
専
門
的
な
知
識
は
業

者
に
あ
る
。
議
員
は
議
会

だ
よ
り
の
中
で
議
員
に
し

か
で
き
な
い
仕
事
に
徹
す

る
」

　

刺
激
的
な
発
言
が
続
い

た
。

　

委
員
長
と
副
委
員
長
に

よ
る
ラ
フ
レ
イ
ア
ウ
ト
を

た
た
き
台
に
し
て
紙
面
が

編
集
さ
れ
て
い
た
。
議
員

が
紙
面
の
内
容
に
集
中
で

き
る
よ
う
に
、
編
集
会
議

に
入
っ
て
い
る
印
刷
業
者

が
、
委
員
会
の
議
論
を
踏

ま
え
て
紙
面
を
レ
イ
ア
ウ

ト
し
て
い
く
。
紙
面
に
町

民
が
登
場
し
て
い
る
の
も

画
期
的
だ
っ
た
。
年
４
回

の
議
会
だ
よ
り
に
対
し
て

１
号
ご
と
に
20
人
〜
30
人

の
町
民
が
登
場
し
、
紙
面

に
顔
写
真
と
氏
名
、
コ
メ

ン
ト
が
載
る
。
町
民
が
紙

面
に
登
場
す
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
て
、
議
会

議会改革の説明を受け芽室町議会の皆さまと議場で議会改革の説明を受け芽室町議会の皆さまと議場で議会改革の説明を受け芽室町議会の皆さまと議場で

だ
よ
り
が
よ
く
読
ま
れ
て

い
た
。
こ
の
姿
勢
を
学
び

た
い
と
思
っ
た
。

（
誤
）

た
け 

う
ち 

あ
い   

こ

竹 

内 

愛 

子 

さ
ん

（
正
）

た
け 

な
か 

あ
い   

こ

竹 

中 

愛 

子
さ
ん

　

議
会
だ
よ
り
83
号
中

20
頁
に
掲
載
の
が
ん
ば

る
人
紹
介
に
一
部
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お

詫
び
し
ま
す
。

研修を終え寄居町の議会広報表紙をまねて議場で撮影研修を終え寄居町の議会広報表紙をまねて議場で撮影研修を終え寄居町の議会広報表紙をまねて議場で撮影

北
海
道
芽
室
町
議
会
を
視
察

め  

む
ろ

埼
玉
県
寄
居
町
議
会
を
視
察

よ
り 

い
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議会モニターだより
No.６

　

平
成
29
年
８
月
22
日
に
委
嘱
さ
れ
た
13
人

の
議
会
モ
ニ
タ
ー
は
２
年
間
の
任
期
を
終
え

た
。
あ
ら
た
め
て
、
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
報
告

や
議
員
と
の
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
振

り
返
り
、
議
会
活
動
に
生
か
し
た
い
。

議
会
モ
ニ
タ
ー

　
　

2
年
間
の
ま
と
め

議
会
の
傍
聴
者
が
少
な

い
こ
と
に
つ
い
て

・
事
前
に
議
案
や
質
問
内

　

容
の
公
表
を
。

・
町
民
と
の
意
見
交
換
の

　

場
を
増
や
す
。

設
備
面
に
つ
い
て

・
手
話
通
訳
は
傍
聴
席
で

　

な
く
議
場
内
で
行
っ
て

　

ほ
し
い
。

・
傍
聴
席
ま
で
階
段
を
上

　

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
な
い
。

・
一
階
で
議
会
や
委
員
会

　

が
見
ら
れ
な
い
か
。

・
議
会
の
ネ
ッ
ト
配
信
よ

　

り
、
議
会
広
報
紙
の
充

　

実
を
。

・
生
放
送
で
な
く
て
も
い

　

い
の
で
、
録
画
配
信
で

　

き
な
い
か
。

　

11
月
19
日
、
12
月
13

日
委
員
会
開
催
。
新
た

な
団
体
と
の
懇
談
会
や

議
会
モ
ニ
タ
ー
を
新
年

度
に
向
け
て
募
集
す
る

こ
と
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

傍
聴
全
般
か
ら

・
議
員
の
活
動
が
少
し
理

　

解
で
き
た
。

・
傍
聴
に
は
不
完
全
燃
焼

　

が
多
い
。

・
以
前
に
増
し
て
町
政
に

　

興
味
を
覚
え
た
。

・
町
も
議
会
も
、
よ
り
よ

　

い
町
政
を
願
っ
て
運
営

　

さ
れ
て
い
る
。

・
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

　

る
様
子
を
見
た
。

・
モ
ニ
タ
ー
の
業
務
は
１

　

年
で
良
い
。

委
員
会
に
つ
い
て

・
傍
聴
し
に
く
い
環
境
で

　

あ
っ
た
。

・
町
民
の
目
線
で
協
議
す

　

る
姿
が
見
ら
れ
た
。

・
委
員
会
傍
聴
を
広
め
て

　

ほ
し
い
。

広
報
広
聴

　

特
別
委
員
会

　

11
月
１
日
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
と

懇
談
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
か
ら
は
、
「
民
生
委
員

の
な
り
手
が
な
い
」
と
い
う
悩
み
と
と
も

に
「
民
生
委
員
の
協
力
員
の
制
度
が
始
ま

っ
た
が
課
題
も
あ
る
」
、
困
難
な
事
例
が

多
い
中
で
「
相
談
を
役
場
や
社
会
福
祉
協

議
会
に
つ
な
ぐ
の
が
役
割
」
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　

「
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
お
弁
当
を
配
っ
て

く
れ
る
人
が
い
る
の
で
助
か
る
」
「
普
段

か
ら
地
域
の
見
守
り
を
す
る
人
を
増
や
す

こ
と
が
大
切
」
な
ど
協
力
者
の
こ
と
や

「
災
害
避
難
の
時
、
10
〜
20
人
の
要
支
援

者
が
い
て
回
り
き
れ
な
い
。
町
内
会
の
協

力
が
必
要
」
な
ど
課
題
が
出
さ
れ
た
。

民生児童委員と議員が懇談民生児童委員と議員が懇談民生児童委員と議員が懇談

民生委員の苦労や役割がうきぼりに民生委員の苦労や役割がうきぼりに民生委員の苦労や役割がうきぼりに あ
な
た
の
声
を
議
会
に
！

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

募集人数　10人程度
任期　１年間（４月～３月）
職務
　①本会議や委員会を傍聴し
　　意見を提出
　②議会だよりやホームペー
　　ジに関する意見を提出 
　③議員との懇談会　　など
謝礼　あり
応募資格
　①満18歳以上
　②町議会に関心があること
　③町政および地域社会の
　　発展に関心があること

詳しくは
町広報１月号折り込みチラシ参照
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議会を傍聴して

議会だよりかつらぎ
2020.2.1　84号 28

12 月会議　あふれるほど傍聴席がいっぱいに

　

議
会
は
、
傍
聴
席
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
置
い
て

い
ま
す
。
傍
聴
者
が
多
か
っ
た
の
で
た
く
さ
ん
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
議
員
が
特
定
さ
れ
る
意
見

を
除
い
て
感
想
を
紹
介
し
ま
す
（
最
小
限
編
集
し
て

い
ま
す
）。

今日は大勢の人でいっぱいでした。新町長への期待が大きいと感
じました。皆で町づくりが出来たらいいなと思います。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　（70代女性）

フルーツ王国の柿のブラ
ンド化とか、大変夢があ
り、そんな町おこしもす
ごくいい。今日は大変良
い経験ができました。　
　　　　　（60代女性）

以前にも増して活発な
質疑応答がなされ、町
長の答弁もわかりやす
く良かったです。
　　　　  （60代女性）

自殺する子
どもが以前

より減少

していると
言われてい

ますが、

取組の成果
が出ていな

いと思い

ます。いつ
でも子ども

達の命は

守らなけれ
ばなりませ

ん。

　　　　　
　　　 （7

0代女性）
議員や職員まかせでなく　自分たちの町は町民も関心をもち施
策作りから参加したいと思いました。議場へ土足で行けたのは
便利だった。議場の室温も丁度よかった。（70代女性）

町長の答弁が明確で
わかりやすかった。
　　　 （60代男性）

新町長の２万人計画について。現状を
しっかり分析して具体的な方法を考え
てもらいたい。私達は住んでよかった
と思える町づくりを以前より考えてい
ます。町長、議員、職員、住民が協力
して少しでも良くなるように頑張って
います。（70代女性）

各議員が、
かつらぎ町

をどうに

かして良く
していこう

という気

持ちが伝わ
り、質問に

答える町

側も真剣な
態度で好感

が持てた

（以前傍聴
した時は議

員と町側

の慣れ合
いのよう

な感じだ
っ

た）。（70
代女性）

子育ての件について身近な話でかつらぎ町もいろんな事について頑張っておられる事柄があると思い、先の子供達にとっていい教育をしておられるのだとうれしく思いました。子供達もよく踊っているかつらぎ音頭をふるさとの踊りとして残してほしい。（70代女性）

新しくスタートしま
し

た。より一層の活気
の

ある明るい町づくり
を

望んでいます。
　　　　  （70代女性

）

町長の誠実な対応に
誠意と熱意を感じま
した。議員にも多く
の内容があり、議会
だよりを読むだけよ
りも価値を感じまし
た。  （40代女性）

町長の「町長は政治家ではない」との発言には驚きました。その後弁解はあったとは言えこの発言はなんとも言えません。（女性）

取組みたいことを聞かせてもらい
ましたが、出来るだけ実現できま
す様に。（70代女性）

かつらぎ町の意思決定機関にふさわ
しい質問をされる議員もおられる反
面、民間企業であれば係長レベルの
話で２～３人で結果が出るであろう
問題を、時間を割いて議場で発言す
る議員もおられました。町議会にふ
さわしい質問を、高所・大所からし
ていただきたい。かつらぎ町には大
きな問題が山積しています。
　　　　　　　　　（60代女性）

毎日くるの無理なの
でネット配信お願い

します。（30代男性
）

議員の考えもわかり
新しい町長の意見も

きけてよかったです
。（70代女性）

意見交換の場を傍聴
できたことは意義が

あったと思います。
（60代女性）

町長、各議員の考え
を聞けていい勉強に

なりました。（60代
女性）

（町政）モニターでな
ければまず足を運ぶ

ことはないと思いま
す。（60代女性）

もう少し、生活に密
着した細かい所が聞

きたかったと思いま
す。（60代女性）

職員数の質問はおも
しろかった。（70代

女性）

年を重ねていくと生まれ育った所が一番いいですね。これからもふるさと教育、応援します。　　　　　 （70代女性）

町長が変わ
り、今後の

取り

組みが楽し
み。協力出

来る

事はお手伝
いさせて頂

きま

す。防災無
線を望みま

す。

費用がゆる
せば？

　　　　　
 　（70代女

性）

パークゴルフ場の施設が出来、沢
山楽しんで来ていただける様子、
うれしく思いますが、幼児から高
齢者まで幅広くつどえる施設には
やくなるようお願いしたい。
　　　　　　　　　 （70代女性）

土足で傍聴できるようになりまし
たが、そうじも大変だと思います
ので今まで通りスリッパでも良い
かな。スリッパの方が清潔な気も
します。（60代女性）

勤務時間後自己の生活と、けじめを
つけたい、とか地域の役や消防団活
動が仕事の延長になるのが嫌（など
の若手職員の意見に対し）、職員と
しての仕事のやりがい等を見出して
いないのではない、といった精神面
のせいにしているお答えがありまし
た。近年地域の青年団活動や消防団
活動が衰退している中で職員やから
という理由で、その任を担っている
ところがあるように思う。背景にメ
スを入れ、改善を図っていくことが
大事ではないか。（60代女性）

問題は山積み、今後の
町政に期待します。
　　　　 （60代女性）

新町長の所見を聞かせて
頂き今後の町長、町政に
期待します。
　　　　　 （60代女性）

一般質問している時
、他

の議員は机上に資料
を置

いていないのはおか
しい。

質問している議員の
話は

聞いていると思いま
すが、

自分の質問だけでな
く他

の議員の質問や答
弁を

しっかり聞いて欲し
い。

　　　　　（60代女
性）

自殺についてのご提
案は、大変重大

な問題。是非学校教
育への働きかけ

も含め、行政でも取
り組んでいって

ほしいと思います、
また、不登校や

ひきこもりの問題も
力を入れて若者

たちの住みよい町づ
くりを進めてほ

しい。（60代女性）

公約に掲げられたことが
（町長の）回答の中に感
じられ、力強く明るい希
望が湧いた。町政に関わ
る方々と住民が一体と
なって活動できる、一言
話せる場作りを提言（は
良い）。一人一人が一歩
から協力させていただき
ます。個人から意識の高
揚、変革から地域への活
動の広がりに努め、明る
い住み良い町作りを微力
ながら応援（します）。
　　　　　 （70代女性）

議会を傍聴して

一般質問に多くの 一般質問に多くの 感 想 感 想 が寄せられましたが寄せられました一般質問に多くの 感 想 が寄せられました
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　平成23年５月号の議会だよりから「がんばる人」紹介というタ
イトルで町内の個人や団体を取材してきました。今号からさらに
バージョンＵＰして、これからの町を担う子どもたちに焦点をあ
て、町や議会に関心を持つきっかけとなればとスタートします。

議会だよりかつらぎ
2020.2.1　84号

次世代
シリーズ

これからの「かつらぎ町」を担うのは君だ ！
がんばる人
紹  介

①剣道
②従兄のお兄ちゃんが剣道を
していて同じように強くな
りたかった。
③医療関係の仕事を目指して
います。
④フルーツをたくさん食べれ
て、祭りなどでのにぎやか
なところ。

①ゴルフで70台を出すこと。
②父の練習についていったこ
と。
③日本代表で世界一のプロゴ
ルファーになること。
④柿やみかんが美味しくて、
紀伊高原などのゴルフ場が
近くにあるところ。

①頑張っていること
②始めたきっかけ
③将来の夢
④かつらぎの好きなところ

渋田小学校５年

澤本雄一朗さん
さわもとゆういちろう

妙寺中学校１年

北村大和さん
きたむら  やまと

笠田小学校６年

木下歩美さん
きのしたあゆ み

①少林寺の全国中学校大会に向
けての練習。
②お父さんとお兄さんがやって
いるのを見て楽しそうだし、
かっこいいと思ったから。
③保育士になること。
④果物がいっぱいあって、緑も
多いところ。
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